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【用語説明】【用語説明】

地方交付税	 	地方公共団体が等しく行政サービスを提供することができるよう、一定の基準により国から自治体に配分された税金
市税	 	市民税や固定資産税など市に納められた税金
国庫支出金	 	市が行う特定の事業に対して、国から交付された給付金
市債	 	市が行う公共事業などの財源として、財政負担の平準化や世代間の負担の公平性などを図るため、国などから借りたお金
県支出金	 	市が行う特定の事業に対して、県から交付された給付金
地方消費税交付金	 	地方消費税の一部を、人口などにより按

あん

分
ぶん

されて国から交付された税金
繰越金	 前年度から繰り越されたお金
その他	 	繰入金、使用料及び手数料、諸収入、地方譲与税、分担金及び負担金など

民生費	 	高齢者や障がい者、児童の福祉推進などに使われた費用
総務費	 	総務人事管理、財産管理、企画調整、地域振興、税務事務などに使われた費用
公債費	 	これまでの公共事業などの財源として借り入れたお金の返済に使われた費用
土木費	 	道路や公園、公営住宅などの整備に使われた費用
教育費	 	公立学校の管理運営や施設整備、生涯学習の推進などに使われた費用
衛生費	 	ごみ、し尿の処理や健康増進事業などに使われた費用
農林水産業費	 	農業、林業、畜産業、水産業などの振興に使われた費用
その他	 	消防費、災害復旧事業費、議会費、労働費、商工費、公営企業会計への支出金に使われた費用

◎平成28年度  一般会計の決算状況

霧島市の財政事情を
お知らせします

615億
1,465万円

589億
5,033万円

地方交付税
158億2,605万円

25.7%民生費
215億7,796万円

36.6%

総務費
106億9,108万円

18.1%

公債費
76億4,392万円

13.0%

土木費
47億7,856万円

8.1%

教育費
47億3,772万円

8.0%

その他
61億8,474万円

10.0%

その他
42億1,652万円

7.2%

市税
156億8,901万円

25.5%
国庫支出金

90億9,598万円
14.8%

市債
53億5,270万円

8.7%

県支出金
43億4,480万円

7.1%

地方消費税交付金
21億9,187万円

3.6%
繰越金

28億2,950万円
4.6%

農林水産業費
22億6,608万円

3.8%
衛生費

30億3,849万円
5.2%

地
方
自
治
法
第
２
４
３
条
の
３
第
１
項
と
『
霧
島

市「
財
政
事
情
」の
作
成
及
び
公
表
に
関
す
る
条
例
』

第
２
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
本
市
の
平
成
28
年
度
の

決
算
状
況
（
Ｐ
２
〜
６
）
と
平
成
29
年
度
上
半
期
の

財
政
状
況
（
Ｐ
7
）
を
公
表
し
ま
す
。

地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化
に
関
す
る
法
律

（
健
全
化
法
）
の
規
定
に
よ
り
、
平
成
28
年
度
決
算

に
基
づ
く
「
地
方
公
共
団
体
の
財
政
健
全
化
を
判
断

す
る
た
め
の
指
標
」「
公
営
企
業
ご
と
の
経
営
状
況

を
明
ら
か
に
す
る
指
標
」
も
併
せ
て
お
知
ら
せ
し
ま

す
。（
Ｐ
４
）

平
成
28
年
度
の
決
算
状
況

本
市
の
平
成
28
年
度
の
一
般
会
計
決
算
は
、
歳
入

が
前
年
度
に
対
し
て
１
・
４
％
減
の
総
額
６
１
５
億

１
４
６
５
万
円
、
歳
出
が
前
年
度
に
対
し
て
１
・０
％

減
の
総
額
５
８
９
億
５
０
３
３
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

歳
入
か
ら
歳
出
を
差
し
引
い
た
形
式
収
支
は
25
億
６

４
３
２
万
円
の
黒
字
、
翌
年
度
へ
繰
り
越
す
べ
き
財

源
を
差
し
引
い
た
実
質
収
支
は
20
億
７
５
３
２
万
円

の
黒
字
と
な
り
ま
し
た
。

決
算
剰
余
は
法
令
に
基
づ
き
、
翌
年
度
以
降
に
積

み
立
て
な
ど
を
行
う
ほ
か
、
各
種
事
業
の
財
源
と
し

て
活
用
し
ま
す
。

地
方
財
政
状
況
調
査
（
決
算
統
計
）
な
ど
に
基
づ

く
主
な
指
数
で
は
、財
政
構
造
の
弾
力
性
を
示
す
「
経

常
収
支
比
率
」
が
、
前
年
度
に
対
し
て
２
・
４
ポ
イ

ン
ト
後
退
し
87
・
３
％
、「
実
質
公
債
費
比
率
」
は
、

前
年
度
に
対
し
て
０
・
７
ポ
イ
ン
ト
改
善
し
８
・
８
％

と
な
り
ま
し
た
。（
Ｐ
４
）

本
市
で
は
、
中
長
期
的
な
視
点
で
財
政
収
支
を
均

衡
さ
せ
、
後
年
度
の
財
政
運
営
に
支
障
を
来
さ
な
い

よ
う
に
し
て
い
き
ま
す
。
さ
ら
に
、
限
ら
れ
た
財
源

の
重
点
的
な
配
分
と
既
存
事
業
の
徹
底
し
た
見
直
し

な
ど
で
一
層
の
節
減
合
理
化
に
取
り
組
み
、
身
の
丈

に
合
っ
た
健
全
な
財
政
運
営
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

◎�

問
＝
財
政
課
☎（
64
）０
９
１
７

歳
入
の
構
成
比

歳
出
の
構
成
比

霧島市の平成28年度の決算がまとまりました。
税金や国・県からの支出金などをどのくらい収入し、

どのように使われたのか、
平成29年度上半期（平成29年４月１日～９月30日）の

財政状況と併せてお知らせします。

Revenue

Expenditure

6
歳入決算額

15億1,465万円－5
歳出決算額

89億5,033万円 －4
翌年度へ繰越す財源額

億8,900万円＝2
決算剰余額

0億7,532万円（黒字）
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特　別　会　計　名 歳　　入 歳　　出 差　　引
国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 175億4,671万円 180億1,927万円 ▲4億7,256万円
後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計 13億1,718万円 13億 753万円 965万円
介 護 保 険 特 別 会 計 104億8,206万円 102億4,819万円 2億3,387万円
交 通 災 害 共 済 事 業 特 別 会 計 2,369万円 1,365万円 1,004万円
下 水 道 事 業 特 別 会 計 15億1,563万円 14億7,064万円 4,499万円
温 泉 供 給 特 別 会 計 8,150万円 7,199万円 951万円

計 309億6,677万円 311億3,127万円 ▲1億6,450万円

企　業　会　計　名 収益的収入・支出 資本的収入・支出
収　入 支　出 収　入 支　出

水 道 事 業 23億9,278万円 18億3,842万円 766万円 9億7,110万円
工 業 用 水 道 事 業 2,139万円 2,027万円 3,580万円 3,715万円
病 院 事 業 47億5,711万円 46億7,540万円 0円 7億9,602万円

計 71億7,128万円 65億3,409万円 4,346万円 18億 427万円

区　　分 平成28年度末現在高
土　　地

（うち市有林）
3,656㌶

（2,000㌶）
建　　物 901,588㎡

基　金

計 248億2,519万円

内　
訳

財 政 調 整 基 金 102億 910万円
減 債 基 金 15億8,404万円
特定建設事業基金 33億5,367万円
そ の 他 の 基 金 96億7,838万円

有　価　証　券 2億3,152万円

◎特別会計決算

◎公営企業会計決算

◎財産状況◎市債借入状況

※資本的収入額が資本的支出額に対して不足する額は、損益勘定留保資金、利益剰余金などで補てんしています。

※国民健康保険特別会計の歳入が歳出に対して不足する額は、繰上充用（翌年度の歳入を繰り上げること）により措置しています。

繰出金 9.2％
投資・出資・貸付金 0.2%
積立金 3.7％
補助費等 4.7％
維持補修費 0.8％

地方交付税
25.7％

市　税
25.5％

県支出金
7.1％

国庫支出金
14.8％

市　債
8.7％

人件費
15.0％

扶助費
25.0％

公債費
13.0％

普通建設事業費
16.0％

物件費
10.3％

災害復旧
事業費
2.1％

地方消費税交付金 3.6％
繰越金 4.6％

◎歳入

◎歳出（性質別）

平成28年度決算額 平成27年度決算額 対前年度増減額
地 方 交 付 税 158億2,605万円 164億2,697万円 ▲6億 92万円
市 税 156億8,901万円 153億4,370万円 3億4,531万円
国 庫 支 出 金 90億7,217万円 88億2,591万円 2億4,626万円
市 債 53億5,270万円 62億8,650万円 ▲9億3,380万円
県 支 出 金 43億6,976万円 37億9,310万円 5億7,666万円
繰 越 金 28億2,950万円 22億4,845万円 5億8,105万円
地 方 消 費 税 交 付 金 21億9,187万円 24億1,048万円 ▲2億1,861万円
そ の 他 61億8,358万円 70億3,869万円 ▲8億5,510万円

計 615億1,465万円 623億7,380万円 ▲8億5,915万円

平成28年度決算額 平成27年度決算額 対前年度増減額
義 務 的 経 費 312億2,298万円 309億1,104万円 3億1,194万円

人 件 費 88億5,764万円 90億1,437万円 ▲1億5,673万円
扶 助 費 147億2,142万円 138億 388万円 9億1,754万円
公 債 費 76億4,392万円 80億9,279万円 ▲4億4,887万円

投 資 的 経 費 106億5,985万円 105億6,120万円 9,865万円
普 通 建 設 事 業 費 94億1,218万円 102億4,750万円 ▲8億3,532万円
災 害 復 旧 事 業 費 12億4,767万円 3億1,370万円 9億3,397万円

そ の 他 の 経 費 170億6,750万円 180億7,206万円 ▲10億456万円
物 件 費 61億 687万円 61億8,527万円 ▲7,840万円
維 持 補 修 費 4億7,386万円 4億6,699万円 687万円
補 助 費 等 27億6,649万円 26億 87万円 1億6,562万円
積 立 金 21億8,453万円 30億7,885万円 ▲8億9,432万円
投 資・ 出 資・ 貸 付 金 1億1,195万円 1億2,006万円 ▲811万円
繰 出 金 54億2,380万円 56億2,002万円 ▲1億9,622万円

計 589億5,033万円 595億4,430万円 ▲5億9,397万円

615億
1,465万円

（企業会計を除く）

人件費	 	職員の給料、手当、社会保険料、議員や各
種委員の報酬などに使われた費用

扶助費	 	生活保護費や児童手当、障がい者などへの
支援に使われた費用

公債費	 	借り入れたお金の返済に使われた費用
普通建設事業費		道路や橋りょう、学校、庁舎などの建設事

業に使われた費用
災害復旧事業費	 	災害によって被害を受けた道路や公共施

設などを復旧するために使われた費用

物件費	 	備品購入費や委託料、臨時職員の賃金、消
耗品の購入などに使われた費用

維持補修費	 	道路や公共施設などの軽微な補修に使わ
れた費用

補助費等	 	各種団体への補助金や協議会の負担金な
どに使われた費用

積立金	 基金（市の貯金）へ積み立てた費用
投資・出資・貸付金	奨学金の貸付などに使われた費用
繰出金	 特別会計へ繰り出した費用

この普通会計の決算は、国が毎年実施する平成28年度地方財政状況調査（決算統計）により
作成したもので、一般会計の決算とは異なります。

歳
出

歳
入

（企業会計を除く）

❶ 財政力指数
地方公共団体の財政力を判断する指数で、地方交付税法の

規定により算定された基準財政収入額を基準財政需要額で除
して得た数値の3年間の平均値です。一般的に「1」に近いほ
ど、さらに「１」を超えるほど財政力が強いとされています。

❷ 経常収支比率
財政構造の弾力性を判断する最も一般的な指数で、歳出の

経常的経費に充当された一般財源などの歳入の経常一般財源
などに占める割合です。比率が低いほど財政構造に弾力性が
あるとされています。

❸ 実質赤字比率
一般会計などを対象とした実質赤字の標準額の標準財政規

模に対する比率です。黒字の場合、「－％」で示されます。

❹ 連結実質赤字比率
全会計を対象とした実質赤字額又は資金の不足額の標準財

政規模に対する比率です。黒字の場合、「－％」で示されます。

❺ 実質公債費比率
地方公共団体の収入に対する借金返済額の比率を示すもの

です。普通会計の公債費に下水道事業特別会計や水道事業会
計などへの繰出金（公債費相当額）を加算し、財政負担の度合
いを判断するもので、18％を超えると地方債発行について国
や県の許可が必要とされ、25％を超えると一部の地方債の発
行について制限されます。

❻ 将来負担比率
地方公共団体の一般会計などの借入金（地方債）や将来支

払っていく可能性のある負担などの現時点での残高を指標
化し、将来財政を圧迫する可能性の度合いを示す比率です。
350％を超えると健全化計画を策定し、財政の健全化を図ら
なければなりません。

❼ 資金不足比率
公営企業会計ごとの資金不足額の事業規模に対する比率で

す。資金不足額がない場合、「－％」で示されます。（霧島市の
公営企業会計は水道事業、工業用水道事業、病院事業、下水
道事業、温泉供給）

指　　数　　な　ど 平成28年度 平成27年度
❶ 財政力指数 0.54 0.54
❷ 経常収支比率 87.3％ 84.9％

健
全
化
判
断
比
率

❸ 実質赤字比率 －％ －％
❹ 連結実質赤字比率 －％ －％
❺ 実質公債費比率（３か年平均） 8.8％ 9.5％
❻ 将来負担比率 －％ 0.7％
❼ 資金不足比率 －％ －％

◎主な指数など（決算統計・健全化法）

【用語説明】

【
用
語
説
明
】

借　　入　　先 平成28年度末
借 入 金 残 高

財 政 融 資 333億8,915万円
旧 郵 政 公 社 資 金 38億6,241万円
地方公共団体金融機構資金 122億3,956万円
市 中 銀 行 83億5,650万円
そ の 他 103億2,740万円

計 681億7,502万円

普通会計の決算状況
霧島市の
財政事情

589億
5,033万円

RevenueExpenditure

その他 
10.0％
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民生費 総務費 公債費
歳出決算額 162,532円 82,364円 60,369円

歳出決算に占める割合 34.9% 17.7% 13.0%
対前年度との増減額 9,128円 9,660円 ▲3,371円

主
な
事
業

高齢者、障がい者、児童の福祉
推進などに。

総務管理、財産管理、企画調整、
地域振興、税務事務などに。

これまでの施設整備などで借り
たお金の返済に。

◦�児童クラブの運営補助
◦�生活保護費の支給
◦�児童手当の支給
◦�公立・私立の保育所運営・支援
◦�養護老人ホームの運営
◦�高齢者の生活支援
◦�障がい者の生活支援
◦�臨時福祉給付金の給付

◦�土地、建物などの財産管理
◦�税の賦課、徴収
◦�ふれあいバスなどの運行
◦�自治会や地域の活性化
◦�電算システムの稼動
◦�行政改革への取り組み
◦�交通安全・防犯への取り組み
◦�関平鉱泉販売所の管理運営

教育費 土木費 衛生費
歳出決算額 42,583円 38,438円 29,235円

歳出決算に占める割合 9.1% 8.3% 6.3%
対前年度との増減額 ▲6,654円 ▲7,208円 ▲1,179円

主
な
事
業

学校の管理運営や施設整備、生
涯学習の推進などに。

道路、公園、公営住宅の整備な
どに。

ごみ・し尿の処理や健康増進事
業などに。

◦�小中学校などの施設整備
◦�運動公園などの施設維持管理
◦�埋蔵文化財の発掘調査
◦�図書館・図書室の運営管理
◦�公民館講座などの開催
◦�国分中央高校の運営

◦�市道の維持管理や新設改良
◦�河川や港湾の管理
◦�公営住宅の維持管理
◦�土地の区画整理
◦�公園の整備、
　管理

◦�合併処理浄化槽の設置
◦�ごみの収集、運搬、ごみ処理場・し
尿処理場・火葬場の管理運営

◦�インフルエンザなどの予防接種
◦�母子保健事業
◦�基本健診や各種がん検診
◦�子ども医療費の助成

農林水産業費 消防費 その他の経費
歳出決算額 17,934円 13,668円 18,446円

歳出決算に占める割合 3.8% 2.9% 4.0%
対前年度との増減額 2,018円 ▲3,965円 ▲1,838円

主
な
事
業

農業、林業、畜産業、水産業の
振興などに。

消防活動や救急業務などに。 商工業、観光、企業誘致、議会
運営、災害現場の復旧作業などに。

◦�園芸ブランド作物の推進や各種生産
組合などの育成、強化

◦�農業施設などの整備
◦�森林整備（除間伐事業など）
◦�林道・農道などの整備
◦�生産基盤整備などの県営事業負担金

◦�常備消防（消防署）の運営
◦�非常備消防（消防団）の運営
◦�消防車両整備
◦�水防防災・災害対策
◦�防災行政無線の管理運営

◦�消費生活相談
◦�中小企業対策
◦�企業誘致推進
◦�観光、商工業の振興
◦�議会の開催、議員の報酬
◦�市道、農道などの災害復旧

※金額は、普通会計（決算統計）の歳出決算額を、平成29年1月1日現在の人口126,620人で除したものです。

市民一人当たりに使ったお金は465,569円で、主にこのような事業に使われました。

◎一般会計（歳入） 

会　　計　　名 予��算��現��額 歳　入 歳　出
収入済額 収入率 支出済額 執行率

国 民 健 康 保 険 184億4,102万円 66億6,426万円 36.1% 80億8,460万円 43.8%
後 期 高 齢 者 医 療 13億4,174万円 4億5,090万円 33.6% 4億4,522万円 33.2%
介 護 保 険 106億7,218万円 47億6,704万円 44.7% 43億8,814万円 41.1%
交 通 災 害 共 済 事 業 2,066万円 1,318万円 63.8%   513万円 24.8%
下 水 道 事 業 21億7,397万円 2億3,909万円 11.0% 4億5,383万円 20.9%
温 泉 供 給 6,673万円 3,999万円 59.9% 2,587万円 38.8%

区　分 現在高 一人当たり現在高
市 　 　 債 646億5,878万円 511,367円
（うち一般会計） 573億 619万円 453,218円
（うち特別会計） 73億5,259万円 58,149円

会　　計　　名 収　　益　　的 資　　本　　的
収　入 収入率 支　出 執行率 収　入 収入率 支　出 執行率

水 道 事 業 予算額 23億7,329万円 45.9% 19億5,658万円 16.5%   300万円 － 15億1,253万円 10.8%収入・執行済額 10億9,013万円 3億2,225万円    0円 1億6,273万円

工業用水道事業 予算額 2,898万円 8.2% 2,898万円 18.2% 3,000万円 － 3,240万円 1.5%収入・執行済額   239万円   528万円    0円    49万円

病 院 事 業 予算額 52億2,239万円 45.3% 52億2,199万円 40.3%    0円 － 5億2,150万円 12.7%収入・執行済額 23億6,529万円 21億 575万円    0円 6,607万円

◎財産状況

◎公営企業会計

◎市債借入状況

※収入済額が支出済額に対して不足する額は、他会計からの繰替運用により措置しています。

※資本的収入額が資本的支出額に対して不足する額は、損益勘定留保資金・利益剰余金などで補てんしています。

（企業会計を除く）

※ 財産の状況と市債の借入状況の一人当たり現在高は、９月30日現
在の住民基本台帳人口126,443人で除して算出したものです。

（企業会計を除く）

◎特別会計

区　分 現�在�高 一人当たり現在高
土 　 　 地

（うち市有林）
3,652㌶ 0.029㌶

(2,000㌶ ) (0.016㌶ )
建 　 　 物 902,794㎡ 7㎡
基 　 　 金 257億8,415万円 203,919円

内
訳

積 立 基 金 231億6,984万円 183,243円
その他の基金 26億1,431万円 20,676円

有 価 証 券 2億3,152万円 1,831円

[市民１人当たりの決算額と主な事業 ]平成29年度上半期（4月～9月）の財政状況
（平成29年9月30日現在）

予算現額 収入済額 予算構成比 収入率
市 税 153億8,922万円 94億2,174万円 27.3% 61.2%
地 方 交 付 税 137億5,000万円 102億7,412万円 24.4% 74.7%
国 庫 支 出 金 91億7,447万円 32億7,415万円 16.3% 35.7%
県 支 出 金 44億9,240万円 5億8,913万円 8.0% 13.1%
市 債 43億1,700万円    0円 7.6% 0.0%
繰 入 金 29億1,200万円    0円 5.2% 0.0%
地 方 消 費 税 交 付 金 21億 円 13億1,418万円 3.7% 62.6%
そ の 他 42億3,227万円 38億7,053万円 7.5% 91.5%
歳 入 合 計 563億6,736万円 287億4,385万円 100.0% 51.0%

霧島市の
財政事情

ここでは今年度上半期の財政状況をお知らせします。9月30日現在の一般会計予算現額563億6,736万円に対し、
収入率が51.0％、執行率が38.6％となっています。

予算現額 支出済額 予算構成比 執行率
民 生 費 221億 433万円 89億1,704万円 39.2% 40.3%
公 債 費 74億8,338万円 34億8,967万円 13.3% 46.6%
総 務 費 68億4,323万円 27億9,655万円 12.1% 40.9%
教 育 費 64億1,785万円 26億2,856万円 11.4% 41.0%
土 木 費 41億9,592万円 7億1,668万円 7.5% 17.1%
衛 生 費 33億4,643万円 10億3,846万円 5.9% 31.0%
農 林 水 産 業 費 21億9,699万円 7億1,081万円 3.9% 32.4%
そ の 他 37億7,923万円 14億8,006万円 6.7% 39.2%
歳 出 合 計 563億6,736万円 217億7,783万円 100.0% 38.6%

◎一般会計（歳出）

平成28年度
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第一次霧島市総合計画に基づいて
霧島市では、まちづくりを進めていく上で総合計画を基に事業を実施しています。
市の将来像は「人と自然が輝き、人が拓く、多機能都市」。これを実現するために７つの柱（政策）を設定
しています。今回は平成28年度に実施した事業の一部を紹介します。

霧島市は南九州の交通の要衝であり、恵まれた自然の
中、多種多様な産業が営まれている地域です。この地
域性を生かして、ゆとりのある快適な生活を送ることがで
きるように、生活基盤の充実と地域情報化の推進を図っ
ています。

また、市民や観光客などの移動を簡単で便利にし、地
域住民の交流を促すため、交通体系の充実を図ってい
ます。さらに、誰もが安心で安全な生活が送れるように、
防災対策や交通安全・防犯活動の推進などを図り、快適
で魅力あるまちづくりに取り組んでいます。

快適で魅力あるまちづくり

事　　業　　名 事　業　内　容 事 業 費
（単位：万円） 実施地区

公園整備事業 上小川地区コミュニティ広場（面積9,144㎡、
多目的芝広場、休憩所、多目的トイレなど） 7,389 国分

交通安全施設設置事業 道路反射鏡52基、防護柵559.1ｍ、
区画線18,986ｍ 2,969 全域

道路新設改良事業 計23路線(国分６、溝辺１、横川３、牧園４、
霧島２、隼人５、福山２) 41,166 全域

橋梁長寿命化修繕事業 橋梁補修工事９橋、橋梁補修設計３橋、
橋梁定期点検308橋 22,870 全域

幹線市道整備事業・新川北線道路
整備事業（しらさぎ橋）
事業内容／計５路線（国分２、隼人２、溝
辺１）　事業費／ 8億4,268万円　実施地
区／国分、隼人、溝辺

霧島市は日本で最初に国立公園に指定された地域で
あり、風光明

めい

媚
び

な自然に恵まれ、その自然を背景として、
風土に根差した生活が培われてきました。この貴重な自
然といつまでも共生できるよう、自然環境の保全や循環

型社会の形成を図っています。
さらに、地域美化活動の推進などを通じて身近な生活

環境の向上を図り、自然に優しいまちづくりに取り組んで
います。

自然にやさしいまちづくり

事　　業　　名 事　業　内　容 事 業 費
（単位：万円） 実施地区

合併処理浄化槽
設置整備事業

下水道がない地域への浄化槽設置助成
（助成件数165件） 7,359 全域

河川景観保全アダプト
（里親）制度推進事業

河川周辺の清掃活動への助成（登録団体
137団体、活動面積245,320㎡） 856 全域

環境美化・
河川環境保全推進事業

環境美化推進員などの活動支援と環境
美化モデル地区の指定 293 全域

家庭系一般廃棄物収集運搬事業
事業内容／各家庭から排出される可燃、
不燃、資源ごみの収集運搬　事業費／ 2
億9,434万円　実施地区／全域

霧島市では先端技術産業を中心とする製造業、お茶
や畜産などに代表される農林水産業、旅館・ホテルなどの
観光業、多種多様な商店による商業などが営まれています。

今後、地方の自立がさらに求められていることから、地

域経済を支えるこれらの産業の成長が重要になります。
このため、企業誘致や農業、観光業における人材育成、
商業における買い物がしやすい環境づくりなどを推進して、
活力ある産業のまちづくりに取り組んでいます。

活力ある産業のまちづくり

事　　業　　名 事　業　内　容 事 業 費
（単位：万円） 実施地区

学生就職支援
プロジェクト推進事業 誘致企業ガイドブックを千部作成 41 全域

新市場開拓支援事業
市内の中小企業などが国内外の各種展
示・商談会へ出展する場合の助成（９
事業者）

95 全域

観光客誘客事業
（熊本地震対策事業）

「霧島に泊まってピッグなお得キャン
ペーン」（応募総数19,378通、510人
に黒豚１頭含む特産品をプレゼント）

850 全域

県営土地改良事業
参画事業

11地区で農地の基盤整備や農業用排
水路の整備 7,971 全域

企業誘致対策事業
事業内容／立地協定４件３社（マイクロ
カット㈱、㈱アルプスエステック、㈱霧島
MED）、雇用（計画）人員86人
事業費／ 632万円　実施地区／全域

霧島市では「共に学び、育み、磨きあう、人が輝くまち」を教育分
野のまちの将来像に掲げ、学校・家庭・地域社会と緊密な連携を取
りながら、基本目標である 「郷土の自然、歴史、文化を尊重する態
度を備え、生涯にわたって自ら学び社会に貢献する人づくり」「公教
育においては、確かな学力と体力を身につけ、思いやりの心と高い
志をもち社会を生き抜く力を備えた人づくり」に努めています。

育み磨きあうまちづくり

事　業　名 事　業　内　容 事 業 費
（単位：万円） 実施地区

幼稚園、小学校、
中学校
特別支援
教育推進事業

特別な支援を必要とする幼児・児
童・生徒への支援を充実するため
に特別支援教育支援員67人を配置

5,855 全域

国分運動公園・
国分武道館
管理運営事業

国分陸上競技場の三種公認に伴う
400ｍトラックの改修工事など 6,326 国分

生徒芸術
鑑賞会事業

小中学生がアーティストの公演を
体験することで、芸術文化に触れ
るきっかけをつくる

402 全域

公民館定期講座
開設事業 140講座を開設、約３千人が受講 985 全域

福山地区運動施設
管理運営事業

まきのはら運動公園全体のクラブハ
ウス新築工事（面積168.41㎡） 3,408 福山

わんぱく!
きりしまっ子自然体験事業
事業内容／山、川、海などの豊かな自
然の中で、異年齢集団生活や自然体験
活動を通して、社会性、規範意識、郷
土愛などを養う　事業費／ 98万円　
実施地区／全域

平成28年度事業実績公表

娘は生まれつき体が不自由で、いつも電
動車いすを利用しています。特別支援

教育支援員にお世話になっているのは小学
１年から。手が届かない物を取ってもらうな
ど、ちょっとした支援のおかげで、普通学級
で授業を受けられています。放課後の部活
動をみんなと楽しむ姿を見て、本当にうれし
い。支援を受けながら、社会性と自立心を
身に付けていってほしいです。

牧園中学校１年  蛭川 しらべさん

INTERVIEW

保護者  あいらさん（42）

ち
ょ
っ
と
し
た
支
援
が

将
来
の
自
立
へ

特
別
支
援
教
育
推
進
事
業
利
用
者
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事　　業　　名 事　業　内　容 事 業 費
（単位：万円）実施地区

地区活性化支援事業
地区自治公民館や自治会が行う地域
の活性化につながる事業に対して助
成（件数667件）

2,132 全域

人権啓発推進
まちづくり事業

人権に関する講演会、学習会（5,280
人参加） 129 全域

男女共同参画広報・啓発事業 講座・セミナーなど（392人参加） 29 全域

岐阜県海津市との
姉妹都市交流事業

一般公募で交流生を募って市民相互
の交流を図り、薩摩義士の偉業を顕
彰する

486 全域

姉妹都市・国際交流事業
姉妹都市や海外交流都市への訪問、
訪問団の受け入れなどを通じて、国
際交流を推進する（79人参加）

93 全域

霧島市は厳しい財政状況を健全化するとともに、効果的で効率的な行
政経営を行うために、平成26年度に「霧島市行政改革大綱（第２次／改
定版）」や「霧島市経営健全化計画（第２次）改定」などを策定し、各種取り
組みを進めています。

今後も引き続き、市民に開かれた行政の推進や質の高い行政サービス
の提供を積極的に行い、健全で自立した財政運営を推進します。また、
市民に信頼される行政経営を推進するために、総合計画の進行管理と予
算編成、評価が連動した行政経営システムの活用により、成果を重視し
た効果的・効率的な事業の推進を図ります。

新たな行政経営による
まちづくり

事　　業　　名 事　業　内　容 事 業 費
（単位：万円） 実施地区

コンビニ交付システム
発行事業

マイナンバーカードを利用した
コンビニ交付証明書の税証明書
の追加（課税証明書、所得証明書、
所得課税証明書、非課税証明書）

6,138 全域

牧園総合支所庁舎及び
牧園老人福祉センター
複合施設建設事業    

牧園総合支所等複合施設建設敷
地の造成測量設計業務委託、既
存の牧園老人福祉センターほか
解体設計業務委託など                                                                                                                                               

1,174 牧園

国分庁舎別館建設事業
事業内容／霧島市役所本庁舎の行政庁舎
別館の建設など
事業費／ 16億968万円　実施地区／国分

今回は平成28年度に実施した
事務事業について、「第一次霧島
市総合計画」（以下「総合計画」）の
７つの柱（政策）に沿って、その
一部を紹介しました。

霧島市の行政経営
総合計画は市町合併後、間も

ない平成20年に策定されました。
その期間を10年とする総合計画
には、霧島市の基本理念、将来像
が描かれ、これを実現するための
７つの柱が盛り込まれています。

霧島市の予算は、この総合計
画に沿って編成されており、総合
計画の進行管理にあたっては、民
間企業などで使われている目標管
理の手法を行政経営に生かすため
の仕組みである行政評価を活用し
ています。

市民の意識を反映
行政評価では、限られた財源

を有効に活用するために、施策や
事務事業の目的・目標に対して取
り組んだ事業の成果を分析、検証
します。

目標が達成されていない場合
は、何が原因なのかを分析して事
務事業を見直し、改善策を次年度
以降の予算に反映させていきます。

総合計画は「まちづくり」のた
めの「台本」であり、その主役は
皆さんです。「このまちに住みた
い、住んで良かった」と実感でき
るようなまちの実現に向けて、市
民の皆さんのご理解、ご協力をお
願いします。

まちづくりは
「市民が主役」

霧島市は市民が主役のまちづくりを確立していくために、
市民の主体的な活動を促進することにより、市民と行政と
の協働による「市民参加によるまちづくり」を推進しています。

また、姉妹都市をはじめとする国内外の都市との交流に
関する情報を積極的に発信するなど、国際・国内交流を推

進しています。さらに、市民が人権問題を正しく理解し、お
互いの人権を尊重することができるように、人権問題の積
極的な啓発と広報活動を通して、市民の意識の向上を図る
とともに、男女共同参画社会の形成を促進し、共生・協働
のまちづくりに取り組んでいます。

共生・協働のまちづくり

移住定住促進事業
事業内容／移住者へ補助金を交付（市外か
ら転入37世帯101人、市街地から中山間地
域への転居6世帯17人）
事業費／ 2,405万円　実施地区／全域

広報きりしま  10

霧島市は高齢者の増加とも相まって、年々医療費が
増大し続けており、保険制度の運営が厳しい状況にあり
ます。また、地区によって介護保険サービス提供事業者
の数や種類が異なるなどの現状が見られます。このため、
市民が安心して生き生きと暮らせるように、地域福祉や
地域医療の充実を図っています。

また、心身共に健康な生活が送れるように、生活習

慣病の予防や早期発見、早期治療の推進などを通じて
市民の健康づくりを推進します。さらに「霧島市に住みた
い、霧島市で子育てをしたい」と思ってもらえるよう、子
育て環境の整備・充実を図っています。

これらの取り組みを市民・行政・地域が一体となって推
進することで医療、福祉、健康、子育てへの不安のない、
助け合い支え合うまちづくりに取り組んでいます。

たすけあい支えあうまちづくり

介護保険ボランティアポイント事業
事業内容／高齢者が高齢者施設や子育てサ
ロンなどで介護ボランティア活動に参加し、
社会参加や生きがいづくり、介護予防を推
進した（568人が登録、178人がポイント交
換）　事業費／ 148万円　実施地区／全域

事　　業　　名 事　業　内　容 事 業 費
（単位：万円）実施地区

保育所等整備事業
あかつき認定こども園新設に対する
補助を行い、教育・保育環境の拡充
を図った

11,156 国分

保育所等整備事業
大窪保育園老朽改築に対する補助を
行い、保育環境の充実を図った(平成
27年度からの繰越事業）

11,029 霧島

地域包括ケアライフサポート
ワーカー養成研修事業

30人のライフサポートワーカーを新
たに養成 1,090 全域

障害児通所給付事業
発達などに課題のある幼児・児童・
生徒の療育を図るため、児童発達支
援、放課後等デイサービスなどを実
施（11,480人利用）

51,327 全域

子育て支援センター
管理運営事業

子育て親子の交流の場を作り、子育
てに関する相談・支援・情報提供を行
い、安心して子育てができる環境を
つくる（67,985人利用）

5,697 全域

夜間救急診療支援事業
市立医師会医療センター施設内で、
小児科・内科の365日の夜間救急診療
を実施（内科2,003人、小児科2,762
人受診）

369 全域

近くにある安楽温泉（牧園町）の利用者が
多い中福良地区。その縁で、嘉例川

駅の秋祭りでは３年前から安楽温泉振興会の
皆さんに露店などで協力をいただいています。
祭りが盛り上がりうれしい反面、増えて困っ
たのが運営費。この事業でその一部を助成し
ていただき助かりました。今後もこの事業を、
住民や牧園地区の皆さんとの交流の活性化
に生かしていきたいですね。

地域活性化、
地区間の交流にも効果

地区活性化支援事業利用者 中
福
良
地
区
自
治
公
民
館
長  

德
丸 

靖や
す

人ひ
と

さ
ん（
76
）

INTERVIEW

第一次霧島市総合計画に基づいて
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島
市
）、本
田
洋
子（
伊
佐
市
）、中
野
誠（
南
さ
つ

ま
市
）

【
テ
ー
マ
部
門
】

●
特
別
賞
＝
稲
満
香
、上
野
貞
雄
、
鬼
塚
順
子
、

小
野
和
子
、榊
み
ど
り
、竹
田
実
千
代
、髙
橋
紀

美
子
、谷
口
隆
、時
任
彩
加
、須
下
広
光
、春
京
華
、

埒
み
ゆ
き
、古
川
正
彰
、宮
竹
英
俊（
以
上
霧
島

市
）、加
治
木
千
秋（
鹿
児
島
市
）、水
溜
和
順（
湧

水
町
）、岡
下
曽
恵
子（
伊
佐
市
）、寺
岡
由
雄（
宮

崎
県
都
城
市
）、
伊
集
院
正（
宮
崎
県
宮
崎
市
）、

岡
田
豊
子（
福
岡
県
福
岡
市
）

●
優
秀
・
秀
作
賞
＝
池
田
お
さ
む
、鶴
ヶ
野
玲
子
、

松
永
早
苗（
以
上
霧
島
市
）、片
下
由
紀
子（
鹿
児

以
下
、写
真
掲
載
以
外
の
入
賞
者（
敬
称
略
）

【
自
由
部
門
】

●
特
別
賞
＝
池
田
お
さ
む
、大
島
千
恵
子
、桐
野

有
光
、
土
寄
圭
子
、
吐
師
良
子
、
久
野
弥
生
、
本

田
廣
子（
以
上
霧
島
市
）、藤
井
孝
良（
姶
良
市
）、

廣
岡
謙
一
、
山
口
洋
介
、
山
下
晴
道（
以
上
鹿
児

島
市
）、三
田
公
子（
曽
於
市
）、永
吉
み
さ
子（
伊

佐
市
）、
上
原
喜
弘
、
広
高
涼（
以
上
出
水
市
）、

楠
牟
礼
美
和
、園
田
好
江
、中
村
美
智
代（
以
上

枕
崎
市
）、古
川
清
正（
宮
崎
県
都
城
市
）、平
藪

健（
佐
賀
県
佐
賀
市
）

●
優
秀
・
秀
作
賞
＝
後
藤
ス
ミ
子
、瀬
戸
口
ム
ツ

子
、丸
山
純
子（
以
上
霧
島
市
）、木
村
弘（
鹿
児

第
14
回
き
り
し
ま
美
術
大
賞
展

島
市
）、
牧
田
か
お
り（
曽
於
市
）、
境
良
子（
宮

崎
県
高
原
町
）

【
高
校
生
部
門
】

●
優
秀
賞
＝
川
俣
明
日
香
、田
畑
絵
菜
、富
迫
志

織
、山
内
龍
馬
、吉
岡
凜
太
郎（
以
上
国
分
高
）、

岩
元
香
菜（
都
城
工
業
高
）

【
ジ
ュ
ニ
ア
部
門
】

幼
児
の
部

●
特
別
賞
＝
な
か
む
ら
き
ら
、は
や
し
そ
う
す
け
、

む
ら
た
そ
う
す
け
、や
ま
し
た
た
い
が（
以
上
東

国
分
保
）、ひ
ろ
は
ら
あ
い
こ（
※

新
光
子
）、い
し

く
ら
あ
か
り
、す
え
な
が
そ
う
、の
ま
あ
ん
り（
以

上
ま
い
づ
る
子
）、も
り
た
い
っ
せ
い（
陵
南
幼
）、

た
か
だ
り
い
な（
三
体
幼
）、く
き
の
り
く
と（
牧

園
保
）、
か
い
も
と
と
わ（
中
津
川
保
）、
こ
じ
ょ

う
ほ
の
か
、さ
め
し
ま
い
ぶ
き
、し
ょ
う
い
ち
お

う
か
、
と
く
な
が
あ
や
か
、の
は
ら
と
わ（
以
上

大
窪
保
）、も
り
や
ま
こ
う
、や
ま
だ
あ
ゆ
み（
以

上
隼
人
ひ
ま
わ
り
子
）、は
ぜ
や
ま
り
く（
富
隈
幼
）

小
学
生
の
部

●
特
別
賞
＝
森
元
美
佑（
川
原
小
）、古
川
乃
埜
、

細
山
田
朔
斗
、増
田
青
士
郎
、森
愛
花
、森
重
真
帆
、

山
口
聖
馴（
以
上
上
小
川
小
）、上
原
康
介
、川
田

千
愛
、泊
口
愛
、西
重
日
菜
乃（
以
上
国
分
西
小
）、

石
脇
奏
志（
向
花
小
）、徳
永
依
明
映
、谷
山
陽
通

（
以
上
木
原
小
）、澤
﨑
有（
平
山
小
）、猪
目
利
珀
、

德
永
沙
羅（
以
上
陵
南
小
）、加
藤
誉
理
、川
崎
拓

真
、原
田
匠（
以
上
大
田
小
）、木
原
僚
祐（
高
千

穂
小
）、亀
井
未
来（
中
津
川
小
）、猪
木
志
英（
三

体
小
）、東
愛
捺
、松
浦
濯（
以
上
富
隈
小
）、新
村

奈
那
、谷
川
海
琉
、永
山
心
結
、馬
場
三
奈（
以
上

日
当
山
小
）、志
摩
瑞
稀
、北
園
紫
苑
、桑
原
應
真
、

西
田
夏
希
、吉
田
龍
生（
以
上
宮
内
小
）、上
村
旬

利
、作
村
壽
音
、福
谷
愛
華（
以
上
小
野
小
）、清

水
敏
弥（
天
降
川
小
）、入
枝
音
緒（
小
浜
小
）、濵

口
シ
ャ
ー
ロ
ッ
ト
紬（
牧
之
原
小
）

中
学
生
の
部

●
特
別
賞
＝
川
畑
温
、
津
曲
真
衣
、中
村
優
里
、

矢
野
茉
凜（
以
上
国
分
中
）、富
田
ま
り
あ（
国
分

南
中
）、高
代
夕
汰
、田
中
南
美
、永
田
俊
世
、中

俣
実
莉（
以
上
舞
鶴
中
）、伊
東
春
貴（
横
川
中
）、

谷
山
み
な
み（
牧
園
中
）、山
下
真
由
子
、永
田
聖

龍
、
早
田
彩
希
、田
代
翔
吾
、
香
田
澪
優
、
米
元

加
奈
、松
下
仁
夢
、藤
野
聖
翔
、旗
島
も
も
か（
以

上
日
当
山
中
）

◎�

問
＝
き
り
し
ま
美
術
大
賞
展
実
行
委
員
会

事
務
局（
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
振
興
課
内
）☎

（
64
）０
７
１
０

自
由
部
門
１
２
５
点
、
テ
ー
マ
部
門
93
点
、
ジ
ュ
ニ
ア
部
門
２
３
５
７
点
、
今
回
か
ら
新

設
し
た
高
校
生
部
門
12
点
、
計
２
５
８
７
点
の
応
募
の
中
か
ら
、
審
査
に
よ
り
入
賞
１
７
６
点
、

入
選
３
９
０
点
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

10
月
７
日
か
ら
20
日
ま
で
、
自
由
・
テ
ー
マ
部
門
の
入
賞
・
入
選
作
品
、
高
校
生
部
門
の
全

作
品
、
審
査
員
の
作
品
の
計
１
５
１
点
と
、
ジ
ュ
ニ
ア
部
門
の
入
賞
・
入
選
作
品
４
２
５
点

の
合
計
５
７
６
点
を
国
分
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
で
展
示
し
ま
し
た
。

今
回
と
こ
れ
ま
で
の
大
賞
・
特
別
賞
の
作
品
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

ジ
ュ
ニ
ア
部
門・小
学
生
高
学
年
の
部

「
夜
の
お
し
ろ
と
か
ん
ら
ん
車
」

開
坂 

る
い
（
国
分
小
４
年
）

ジ
ュ
ニ
ア
部
門
・
幼
児
の
部

「
ぼ
く
の
か
お
」

な
が
た 

ゆ
う
ま
（
ま
い
づ
る
こ
ど
も
園
）

ジュニア部門・小学生低学年の部
「すすめ!!三好自動車のトラック」

前田 悠月（小野小３年）

自由部門
「生きる」

谷口 隆（霧島市）

テーマ部門
「丸尾より望む」

松元 千鶴子（鹿児島市）

きりしま大賞

ジュニア部門・中学生の部
「漁業」

下原 太陽（日当山中１年）

きりしま美術展 検索

CIVIC NEWS

※認定こども園

新 燃岳の火山性地震が９月末か
ら増加していることから、気象

庁は噴火警戒レベルを段階的に引き
上げました。10月11日には噴火警戒
レベルを入山規制の「３」に、15日には
火口周辺の警戒範囲をおおむね２km
から３kmに拡大しました。
市は同日に災害警戒本部を設置。
火山ガス（二酸化硫黄）の濃度計測を
行うとともに、関係機関から情報を
収集するなど警戒に当たっています。
17日未明以降、噴火は観測されず、
火山性微動は発生していません。（10
月25日現在）

平成23年２月の噴火では、火口か
ら最大で約12km離れた霧島や牧園
の観光施設、住宅などの窓ガラスが
空震で割れるなどの被害が出ました。
今後の火山活動に備え、霧島山周辺
の地域の人は、カーテンを閉めたり、
窓ガラスに飛散防止フィルムを貼った
りするなどの対策を講じてください。
10月25日現在、新燃岳と硫黄山
の火山活動に伴い、立ち入り禁止と
なっているのは、高千穂河原から新
湯温泉へ向かう県道104号線と、え
びの高原から小林市へ向かう県道１
号線、新燃岳、大浪池、硫黄山、韓

国岳への登山道です。
新燃岳の情報については、気象庁
や市のホームページで最新の情報を
把握しましょう。

◎問い合わせ先
⃝火山活動に関すること
　安心安全課  ☎（64）0997
⃝登山道に関すること
　県観光課  ☎099（286）3005
⃝観光に関すること
　 市観光課  ☎（64）0895、市観光

協会  ☎（78）2115

新燃岳が６年ぶりに噴火
霧島市と宮崎県にまたがる新燃岳が10月11日、
平成23年１月26日の爆発的噴火から６年ぶりに噴火しました。
10月25日現在、警戒範囲外の道路は通行でき、
観光・宿泊施設などは通常どおり営業しています。噴煙を上げる新燃岳（10月11日）

情報をチェックして、
秋の霧島へどうぞ
霧島市観光協会  事務局長
新畑幸一さん（48）

11日以降、噴火の影響など市内外から問い合わせ
が寄せられていますが、高千穂峰登山、えびの岳や
白
びゃくし

紫池へのトレッキング、森林セラピー、九州オルレ
など、例年どおり秋の霧島を楽しむことができます。
霧島市観光協会で

は紅葉やお勧めの観
光情報のほか、新燃
岳や登山道の情報を
ホームページなどで
提供しています。ぜ
ひチェックして霧島
の観光を楽しんでく
ださいね。

霧 島 の 秋 を 楽 し む イ ベ ン ト 情 報

和服で参拝、ぶらり霧島神宮

霧島神宮ほぜ祭り

きりしま紅葉まつり
紅葉の中、霧島神宮を和
服で参拝しませんか。11
月から男性用の着物レンタ
ルも始まりました。立ち寄
り温泉の割引など特典もあ
ります。

甘酒やぽん菓子、
ねったぼの振る舞い、
特産品の販売、郷
土芸能の披露などが
あります。

霧島九面太鼓保存会の演奏やぽん菓子、ねった
ぼの振る舞い、霧島市、岐阜県海津市（姉妹都市）
の特産品販売などがあります。

◦ 対象＝女性を含む２人以
上のグループ

◦ 料金＝３千円／人（着物
レンタル・着付代）

※足袋がない人は別途500円が必要。
◦申込方法＝事前に電話で予約
�問・�申＝ 市観光案内所  ☎（57）1588

◦日時＝11月23日（木・祝）午前10時～午後３時
◦場所＝霧島神宮
�問＝ 霧島総合支所地域振興課  ☎（57）1112

◦日時＝11月26日（日）午前９時～午後５時
◦場所＝霧島神話の里公園「神話館」
�問＝ 霧島神話の里公園  ☎（57）1711

牧園町の霧島温泉市場（10月24日）
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マスターさんとどうぶつえん 大
学
の
学
科
図
鑑

石渡 嶺司　著
伝統ある定番の学科から新進
気鋭の学科まで、158学科を
収録した大学の学科図鑑。代
表的な学科の擬人化イラスト
も掲載しています。

井上 孝司　著
ミサイルの種類、ミサイル・シ
ステムを構成する要素、実際
に使われる場面などについて、
図版や現物の写真を多用し分
かりやすく解説します。

門井 慶喜　著
生涯夢を追い続けた宮沢賢
治。父でありすぎた父・政次郎
との対立と慈愛の月日。賢治
の生涯を政次郎の視点から描
く、気鋭作家の意欲作。

アーノルド・ローベル　作
天気のいい日は、いつもお気
に入りの動物園へ出掛けるマ
スターさん。動物たちもマス
ターさんが大好き。心温まる
絵本です。

最
新
ミ
サ
イ
ル
が

よ
～
く
わ
か
る
本

銀
河
鉄
道
の
父

新

紹

介

刊

図書館へ行こう
http://www.lib-kirishima.jp/

スマホ用 携帯用

隼人図書館
蔵書は約８万冊。「こど

ものへや」は、絵本や児
童書が並び、靴を脱いで
親子で読書を楽しむこと
ができます。２階には、
学習室もあります。隼人
図書館に無い本は、国分
図書館や鹿児島県立図書

館から借りることができます。
⃝�開館時間＝平日／午前10時～午後７時、土日祝／午前９時～
午後５時
⃝�休館日＝月曜、12月29日～１月３日
※�休館中に本を返却する人は、図書館の
入口に返却ポストを設けていますので、
ご利用ください。

�問＝隼人図書館  ☎（43）7574

遊びに
来てね

イベント名 日　　時［対　象］ 場所/問い合わせ先
ほるとの森おはなし会 11月25日（土）・12月 9日（土） 14：00 ～ 14：30

国分図書館
☎（64）0918

幼児と小学生のためのおはなしの部屋
（りんごの木） 12月 2日（土） 10：30 ～ 11：30

赤ちゃんとわらべうた・えほんのへや
（りんごの木） 12月 4日（月） 10：30 ～ 11：０0

おはなしの部屋
11月19日（日） 11：00 ～ 11：30［幼児･小学生］
12月 1日（金） 11：00 ～ 11：30［赤ちゃん］
12月 7日（木） 16：00 ～ 16：30［幼児］

隼人図書館
☎（43）7574

語りの部屋（語りの会あもり） 12月はお休みです。

おはなしの時間（紙ふうせん） 11月20日（月） 15：30 ～ 16：30 霧島図書室
☎（57）0316

おはなし広場 11月25日（土） 10：00 ～ 11：00 福山図書室
☎（56）2026

■おはなし王国inまきぞの
⃝�日時＝12月２日（土）午前10時
30分～正午
⃝�場所＝牧園農村活性化センター
⃝�内容＝地区内学校司書や霧島高
校生徒による読み聞かせ、工作
など

�問＝教育委員会牧園出張所
☎（76）2714

ち
に
な
っ
た
り
、
金
持
ち
が
貧
乏
人
に
な
っ

た
り
と
、
人
生
は
ま
る
で
水
の
泡
の
よ
う
に
、

ま
た
夢
の
よ
う
だ
。
昨
日
ま
で
恩
情
の
厚
か

っ
た
人
も
、
今
日
は
初
め
て
出
会
っ
た
と
き

の
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
う
の
は
、
何
と
情
け

な
い
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。

（
解
説
）

明
治
五
（
一
八
七
二
）
年
六
月
に
明
治
天

皇
が
鹿
児
島
に
行ぎ

ょ
う
こ
う幸さ

れ
た
折
、
西
郷
が
主

君
で
あ
る
島
津
久
光
の
元
へ
あ
い
さ
つ
に
来

な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
怒
っ
た
久
光
が
西
郷

に
対
し
て
同
年
十
一
月
、「
詰
問
十
四
か
条
」

を
発
し
ま
し
た
。

西
郷
は
陳
謝
す
る
た
め
に
帰
郷
し
ま
し
た

が
許
さ
れ
ず
、
一
時
期
軟
禁
状
態
と
な
り
ま

し
た
。
こ
の
漢
詩
は
主
君
に
忠
誠
心
を
理
解

し
て
も
ら
え
な
い
悲
し
み
、
も
ど
か
し
さ
な

ど
を
詠
ん
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。

西
郷
の
書
の
特
徴
は
、
迷
い
が
な
く
一
気

に
書
か
れ
、
筆
の
使
い
方
も
大
胆
か
つ
繊
細

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
実
直
な
西
郷
の
人
と
な

り
を
よ
く
表
し
て
お
り
、
西
郷
直
筆
の
書
は

現
在
で
も
非
常
に
人
気
が
あ
り
ま
す
。

（
文
責
＝
鈴
）

て
い
た
の
も
、
幼
少
期
の
負
傷
が
き
っ
か
け

と
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。

西
郷
南
洲
が
霧
島
に
残
し
た
書

日
当
山
温
泉
に
滞
在
中
、
地
元
の
人
々
と

交
流
を
深
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
逸
話
を
残
し
て

い
る
西
郷
は
、
お
世
話
に
な
っ
た
人
に
乞こ

わ

れ
て
、
多
く
の
書
も
書
い
て
い
ま
す
。

現
在
、
霧
島
市
が
国
分
郷
土
館
に
所
蔵
し

て
い
る
三
４※

幅ぷ
く

の
書
は
、明
治
九（
一
八
七
六
）

年
頃
、
西
郷
が
国
分
上
小
川
の
山
内
甚じ

ん
ご
ろ
う

五
郎

に
書
い
た
物
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

山
内
甚
五
郎
は
西
南
の
役
で
、
薩
摩
軍
の

第
七
番
大
隊
十
一
番
小
隊
の
分
隊
長
と
し
て

戦
い
ま
し
た
。
精せ

い
か
ん悍

な
容
姿
に
５※

質
実
剛
健
、

剣
術
は
真し

ん
か
げ影
流
を
学
び
、
鉄
砲
に
も
長
け
て

い
た
こ
と
か
ら
、
西
郷
に
か
わ
い
が
ら
れ
て

い
ま
し
た
。

三
幅
の
書
の
う
ち
、
こ
こ
で
は
西
郷
の
心

情
が
最
も
表
れ
て
い
る
『
６※

失
題
』（
右
写
真

参
照
）
を
紹
介
し
ま
す
。

赤
子
慕
心
何
処
伸

青
雲
遼
隔
不
容
親

一
貧
一
富
如
泡
夢

昨
日
恩
情
今
路
人

赤せ
き

子し

の
慕ぼ

心し
ん

何い
づ
れの

処と
こ
ろに

か
伸の

び
む
、

青
雲
遼は

る
かに
隔へ

だ

て
て
親し

た

し
む
容べ

か
ら
ず
。

一い
っ
ぴ
ん貧
一い

っ

富ぷ

泡ほ
う

夢む

の
如ご

と

く
、

昨さ
く
じ
つ日
の
恩お

ん

情じ
ょ
う

今
は
路ろ

人じ
ん

。

（
要
約
）

子
ど
も
が
母
親
を
慕
う
よ
う
に
、
主
君
を

思
う
深
い
誠
を
ど
こ
に
向
か
っ
て
伸
ば
す
こ

と
が
で
き
よ
う
か
。
青
雲
が
は
る
か
遠
く
に

あ
っ
て
、
親
し
み
近
づ
く
こ
と
が
で
き
な
い

の
は
遺
憾
の
至
り
で
あ
る
。

私
は
こ
の
た
び
、
主
君
の
怒
り
に
触
れ
、

忠
誠
の
心
の
落
ち
着
く
先
を
失
っ
て
寂
し
さ

に
堪
え
な
い
。
し
か
し
人
情
が
変
貌
す
る
こ

と
も
同
じ
よ
う
な
も
の
で
、
貧
乏
人
が
金
持

今
年
は
国
内
最
後
の
内
戦
「
西
南
の
役
」

が
終
結
し
、
西
郷
隆
盛
が
没
し
て
一
四
〇
年

の
節
目
の
年
で
す
。

今
回
は
、
西
郷
隆
盛（
１※

南
洲
）と「
書
」に

つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

郷ご
じ
ゅ
う中
教
育
時
代
の
西
郷

大
変
貧
し
か
っ
た
西
郷
家
で
し
た
が
、
教

育
は
し
っ
か
り
受
け
る
よ
う
に
と
い
う
父
親

の
勧
め
で
、
西
郷
は
大
久
保
利と

し

通み
ち

た
ち
と

「
下し

た

加
治
屋
郷
中
」
で
学
び
ま
し
た
。

小こ

ち

ご
稚
児
（
六
～
十
歳
）
の
頃
は
主
に
２※

漢

籍
を
学
び
、
長お

せ

稚ち

児ご

（
十
一
～
十
五
歳
）
に

な
る
と
３※

藩
校
で
あ
っ
た
造ぞ

う

士し

館か
ん

で
学
問
や

武
術
な
ど
を
学
び
ま
し
た
。
十
三
歳
の
と
き
、

西
郷
は
友
人
と
の
諍い

さ
かい
に
よ
っ
て
右
腕
に
傷

を
負
い
、
刀
を
振
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り

ま
し
た
。
そ
れ
以
降
、
武
術
を
諦
め
学
問
で

身
を
立
て
よ
う
と
志
し
ま
し
た
。

後
年
、
西
郷
が
漢
詩
を
詠
み
、
書
に
長た

け

※
１　

 

西
郷
の
雅
号
。
画
家
や
書
家
な
ど
に
付
け
る
別
名
。

※
２　
漢
文
で
書
か
れ
た
書
籍
。

※
３　
江
戸
時
代
、
藩
が
設
立
し
た
学
校
。

※
４　
掛
け
軸
の
数
え
方
。

※
５　
真
面
目
で
心
身
共
に
強
く
、
た
く
ま
し
い
こ
と
。

※
６　
題
名
が
な
い
と
い
う
こ
と
。

西
郷
隆
盛
と
霧
島 

そ
の
�

西
郷
南
洲
と
書

西郷南洲の書『失題』
国分郷土館所蔵

■おはなし王国inきりしま
◦ 日時＝11月25日（土）午前10時30分～正午
◦ 場所＝霧島公民館
⃝�内容＝パネルシアター、おはなし会、工作ほか
�問＝霧島図書室  ☎（57）0316

■隼人おはなし王国
◦ 日時＝11月26日（日）午前10時～午後２時
◦ 場所＝隼人農村環境改善センター、隼人公

民館
⃝�内容＝おはなし会、工作ほか
�問＝隼人図書館  ☎（43）7574

■おはなし王国in横川 
⃝�日時＝12月２日（土）午前９時～ 11時
⃝�場所＝横川公民館大会議室
⃝�内容＝図書館職員やボランティアによる読み
聞かせ、大型紙芝居、ブラックシアター、手
遊び唄など

�問＝横川図書室  ☎（72）1596
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当社で製造した
ユニフォームは
テレビにも
映ります。

代表者：取締役社長　鬼頭 政臣
操　業：昭和46年
資本金：4,875万円
売上高：７億円（平成28年度３月期）
従業員数（男／女）：72人（25人/47人）
平均年齢：47歳
有給休暇の平均取得日数：12.4日/年

月平均残業時間：10時間
育児休業取得率（男／女）：無し、100％（H26 ～ H28年度）
平成29年採用実績（新卒／それ以外）：２人（2人/0人）
初任給：13万８千円
勤務時間： 【３～７月】 午前８時～午後６時
 【８～10月】 午前９時～午後５時
 【11～ 2 月】 午前８時～午後５時（年間休日111日）

霧島市にはたくさんの企業があり、そこで多くの若者が生き生きと働いています。
このコーナーでは、そんな企業や若者の暮らしを紹介します。
第６回目は九州トーヨーニット㈱の後藤明日香さん（34）です。

就職を控える生徒や学生の皆さん、ぜひ霧島市で働き・暮らすという未来を描いてみませんか。

横
川
町
に
あ
る
九
州
ト
ー
ヨ
ー
ニ
ッ
ト

㈱
で
は
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
や
サ
ッ

カ
ー
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
競
技
で
着
用
さ
れ

る
ス
ポ
ー
ツ
ウ
ェ
ア
を
製
造
し
て
い
ま
す
。

製
造
す
る
ス
ポ
ー
ツ
ウ
ェ
ア
の
中
に
は
、
プ

ロ
チ
ー
ム
や
世
界
大
会
な
ど
で
着
用
さ
れ
て

い
る
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
も
あ
り
ま
す
。
ひ
と
月

に
受
注
す
る
約
４
万
着
の
う
ち
、
約
９
割
は

国
内
の
大
手
総
合
ス
ポ
ー
ツ
メ
ー
カ
ー
か
ら

の
発
注
。
業
務
は
、
受
注
票
の
作
成
や
デ
ザ

イ
ン
の
企
画
、
生
地
の
裁
断
、
刺
し
ゅ
う
、

縫
製
、
検
品
な
ど
多
岐
に
渡
り
ま
す
。
各
担

当
者
が
連
携
を
取
り
な
が
ら
、
高
品
質
の
製

品
を
製
造
し
、
発
注
者
か
ら
の
信
頼
を
得
て

い
ま
す
。

製
造
法
の
一
つ
に
イ
ン
ク
ジ
ェ
ッ
ト
プ
リ

ン
タ
ー
を
使
用
。
転
写
紙
に
左
右
反
転
の
鏡

像
を
印
刷
し
、
プ
レ
ス
機
で
生
地
と
合
わ
せ

て
染
色
し
て
い
き
ま
す
。
多
様
な
色
彩
を
表

現
で
き
、
発
注
者
の
細
か
な
ニ
ー
ズ
に
応
え

る
こ
と
が
可
能
。
色
落
ち
も
し
に
く
く
、
刺

し
ゅ
う
や
ワ
ッ
ペ
ン
も
無
い
の
で
肌
に
な
じ

み
や
す
く
、
ア
ス
リ
ー
ト
か
ら
も
支
持
さ
れ

て
い
ま
す
。

入
社
６
年
目
の
後
藤
さ
ん
は
、
平
成
24
年

に
ア
ル
バ
イ
ト
と
し
て
生
地
の
裁
断
業
務
を

担
当
。
仕
事
に
取
り
組
む
真
面
目
な
姿
勢
を

買
わ
れ
、
翌
年
、
正
社
員
と
し
て
採
用
さ
れ

ま
し
た
。
現
在
は
転
写
紙
に
鏡
像
を
印
刷
す

る
前
に
、
パ
ソ
コ
ン
で
受
注
通
り
に
色
を
配

色
す
る
業
務
を
担
当
。「
袖
周
り
な
ど
の
幅

が
１
㌢
程
度
の
細
か
な
部
分
の
配
色
に
も
デ

ザ
イ
ナ
ー
の
こ
だ
わ
り
を
感
じ
、
慎
重
に
作

業
し
て
い
ま
す
」
と
話
し
ま
す
。

子
ど
も
が
体
調
を
崩
し
た
と
き
は
す
ぐ
に

休
み
が
取
れ
、
そ
の
間
の
仕
事
も
同
僚
の
サ

ポ
ー
ト
が
あ
り
、
子
育
て
し
や
す
い
社
風
。

「
年
に
２
回
の
日
帰
り
社
員
旅
行
や
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
も
あ
り
、
楽
し
い
職
場
で
す
よ
」

仕
事
の
魅
力
は
、
自
社
で
製
造
し
た
ユ
ニ

フ
ォ
ー
ム
を
着
た
選
手
を
テ
レ
ビ
な
ど
で

見
た
と
き
。「
一
緒
に
戦
っ
て
い
る
気
分
で
、

活
躍
す
る
姿
を
見
る
と
自
分
の
事
の
よ
う
に

う
れ
し
い
で
す
ね
。
ア
ス
リ
ー
ト
を
支
え
る

『
勝
負
服
』
作
り
に
誇
り
を
感
じ
ま
す
」
と

目
を
輝
か
せ
ま
す
。

取材協力企業

プロチームや世界大会で
着用される

ユニフォームを製造。

ワーク
vol.6

アスリートを支える
「勝負服」を作る。

九州トーヨーニット㈱
製造第一課

後藤 明日香さん（34）
牧園町出身。
国分中央高校生活文化科卒業。平成24年入社。
趣味はツーリングと魚釣り。
小学生の娘2人と3人暮らし。牧園町在住。

牧 園で生まれ育った私。地
元に住んで働くことは、

すぐ近くに両親や友人がいて、子
育てなどの面でとても心強いです。
バイク屋を営む父からトライク

（３輪バイク）を借りてよくツーリ
ングを楽しんでいます。自然豊か
な霧島市は風が気持ちよくて最高。

趣味の魚釣りでは、最近、“釣り
いかだ”によく行っています。市
内では隼人と福山にありますよ。
いろいろな種類の魚が釣れて、つ
いつい夢中になり、気付いたら肌
がこんがりと焼けています。

魚釣りの後の疲れた体には温泉
が一番。私がよく行くのは隼人
町嘉例川の家族湯「季

とき

一
いち

湯
ゆ

」。露
天風呂や内風呂、水風呂があり、
シャンプーなども備え付けなので
気軽に立ち寄れますよ。すべり台
の付いた部屋もあり、子どもは大
はしゃぎ。皆さんも体を癒やしに
行ってみてください。

OFF

ON

横川町中ノ210-1  ☎（72）0521 http://toyoknit.co.jp
九州トーヨーニット株式会社

◦場所＝隼人町嘉例川4475
◦ 店休日＝年中無休　◦ 駐車場＝８台
◦ 営業時間＝正午～午後10時（最終受け付け）
　※土日・祝日は午前11時から。
◦ 料金＝2千円（平日90分、土日・祝日75分）
　※１人では千円。
問＝季一湯  ☎（42）0111

貸切家族湯「季
とき

一
いち

湯
ゆ

」

季一湯 検索

お勧め

24 123
222

321

420

519

618

717

816

915

1014
1113 12

睡眠余暇
入浴

起床、朝食、
子どもの送り出し

夕食・子どもの
宿題チェック

準備・朝礼

退勤

通勤

勤務
勤務

昼
食

1 日の
タイム

テーブル残業
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赤
や
青
、
黄
色
な
ど
の
色
彩
豊
か
な

53
枚
の
絵
。そ
こ
に
は
熊
本
や
宮
崎
、

鹿
児
島
な
ど
各
地
で
勃
発
し
た
西
郷
隆
盛
率

い
る
薩
摩
軍
と
政
府
軍
と
の
戦
い
「
西
南
の

役
」
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。
溝
辺
町
の
現
代

※

錦
絵
作
家
・
川
野
努
（
雅が

号ご
う

・
北ほ

く

斗と

南な
ん

舟し
ゅ
う）

さ
ん（
71
）が
43
歳
の
と
き
に
描
き
上
げ

ま
し
た
。

川
野
さ
ん
は
、
西
郷
隆
盛
や
大
久
保
利と

し

通み
ち

ら
幕
末
の
偉
人
を
輩
出
し
た
鹿
児
島
市
加
治

屋
町
の
出
身
。
子
ど
も
の
頃
か
ら
父
・
清せ

い

次じ

さ
ん
に
西
南
の
役
の
話
を
聞
く
機
会
が
あ
り

ま
し
た
。「
た
く
さ
ん
の
若
者
が
亡
く
な
り
、

生
き
残
っ
た
人
た
ち
が
青
少
年
の
育
成
や
ま

ち
の
復
興
な
ど
に
尽
力
し
た
こ
と
を
聞
き
、

子
ど
も
心
に
胸
に
残
り
ま
し
た
」
と
振
り
返

り
ま
す
。

子
ど
も
の
頃
か
ら
絵
を
描
く
の
が
好
き
で
、

高
校
で
は
美
術
部
に
所
属
。
卒
業
後
は
テ
レ

ビ
な
ど
の
製
品
を
デ
ザ
イ
ン
す
る
工
業
デ
ザ

イ
ナ
ー
と
し
て
、
東
京
の
大
手
電
機
メ
ー

カ
ー
に
就
職
し
ま
し
た
。
25
歳
の
と
き
に
両

親
を
支
え
る
た
め
帰
郷
。
鹿
児
島
市
で
一
級

建
築
士
設
計
事
務
所
を
設
立
し
ま
す
。
仕
事

で
多
忙
な
日
々
を
送
る
中
、「
自
分
の
人
生

は
こ
の
ま
ま
終
わ
る
の
か
」
と
考
え
、
次
第

に
「
大
好
き
な
絵
を
描
き
た
い
」
と
思
う
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

39
歳
の
と
き
に
思
い
立
っ
て
描
い
た
の
が
、

清
次
さ
ん
の
話
で
記
憶
に
残
る
西
南
の
役
の

一
つ
、
城
山
の
戦
い
。
史
実
に
詳
し
い
専
門

家
に
持
ち
込
ん
だ
と
こ
ろ
、「
こ
の
絵
は
何

月
何
日
に
起
き
た
の
か
分
か
ら
な
い
。
空
想

画
に
す
ぎ
な
い
」
と
一
蹴
さ
れ
ま
す
。
川
野

さ
ん
は
見
返
し
た
い
一
心
で
、
県
立
図
書
館

な
ど
で
文
献
を
読
み
あ
さ
り
、
戦
地
と
な
っ

た
九
州
各
地
に
も
足
を
運
び
ま
し
た
。
西
南

の
役
の
激
戦
地
・
熊
本
の
田た

原ば
る

坂ざ
か

に
は
20
回

も
赴
き
、
地
域
に
残
る
話
や
遺
族
の
話
を
詳

し
く
聞
き
ま
す
。

「
そ
こ
で
目
に
浮
か
ん
だ
の
が
、
若
者
た

ち
が
信
念
を
貫
き
戦
っ
た
情
景
。
次
第
に
正

し
い
史
実
と
彼
ら
の
生
き
様
を
絵
で
後
世
に

残
そ
う
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」

川
野
さ
ん
の
錦
絵
は
、
戦
い
が
起
き
た
日

時
や
天
候
、
建
物
や
行
列
の
並
び
順
ま
で
再

現
さ
れ
、
ま
る
で
描
か
れ
た
人
の
息
遣
い
が

聞
え
て
く
る
よ
う
。
描
き
始
め
て
３
年
後
、

43
歳
の
と
き
に
よ
う
や
く
完
成
し
た
の
が

「
西
南
の
役
53
景
」
で
し
た
。

東
京
で
開
い
た
個
展
は
評
判
を
呼
び
、
東

京
の
老
舗
書
店
・
丸
善
か
ら
画
集
が
発
売
。

大
阪
や
福
岡
な
ど
各
地
で
も
個
展
を
開
き
ま

し
た
。
描
か
れ
た
若
武
者
の
子
孫
が
錦
絵
を

見
て
、「
生
き
た
証
を
残
し
て
く
れ
て
う
れ

し
い
」
と
涙
を
流
し
た
こ
と
も
。「
苦
労
が

報
わ
れ
た
気
が
し
ま
し
た
。
歴
史
を
動
か
し

※多色刷りの浮世絵版画。ここでは朱色を主体とした色鮮やかな絵のこと。

錦
絵
で
歴
史
に

光
を

た
の
は
、
実
は
表
舞
台
に
隠
れ
た
名
も
無
き

人
々
だ
と
思
う
ん
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
錦
絵

で
、
歴
史
の
小
さ
な
真
実
に
光
を
当
て
続
け

た
い
」
と
力
を
込
め
ま
す
。

以
降
、
戊
辰
戦
争
33
景
な
ど
を
制
作
、
平

成
６
年
か
ら
は
霧
島
神
宮
の
カ
レ
ン
ダ
ー
も

手
掛
け
ま
す
。「
制
作
は
発
想
力
が
欠
か
せ

ま
せ
ん
。
頭
に
浮
か
ぶ
イ
メ
ー
ジ
と
、
現
地

の
風
景
や
地
域
に
残
る
話
が
一
致
し
て
い
く

の
が
楽
し
い
。
描
き
始
め
る
と
失
敗
で
き
な

い
の
で
、
い
つ
も
真
剣
勝
負
。
夢
中
に
な
り

ま
す
」
と
錦
絵
の
面
白
さ
を
話
し
ま
す
。

「
西
南
の
役
で
は
、
坂
本
敬
介
な
ど
霧
島

市
出
身
の
若
者
も
活
躍
し
て
い
ま
す
。
も
ち

ろ
ん
53
景
の
中
に
も
登
場
し
ま
す
。
錦
絵
を

見
て
、
先
人
た
ち
が
築
い
た
今
が
あ
る
こ
と

を
感
じ
て
ほ
し
い
」
と
語
る
川
野
さ
ん
。
71

歳
の
今
も
意
欲
が
絶
え
る
こ
と
な
く
筆
を
取

り
ま
す
。

川野 努さん（71）
鹿児島市出身。雅号の「北
斗南舟」の由来は、自身を
南の小さな舟に重ね、北
へ挑みたいと命名。６〜
10月に制作活動し、11〜
５月は静養期間。描き掛
けの箱

はこ

館
だて

戦争23景の完成
にも意欲を見せる。そば屋

「手打の南舟」の代表。溝
辺町在住。 左）鮮やかな西南の役53景の１枚「第

四十二画 涙橋血戦」　右）「第二十二
画 七本柿木台場」。川野さんが20回
通った熊本の田原坂の戦い

Vol.128THE SCENE

霧島に生きる

企
画
展  

◦
「
西
郷
隆
盛
と
霧
島
」

北
斗
南
舟
さ
ん
の「
西
南
の
役
53
景
」と
西
郷
隆
盛
に
関
す
る
遺
品
、
資
料
を
巡
回
展
示
し
ま
す
。

❖
期
間
／
場
所
＝
11
月
14
日（
火
）～
１
月
14
日（
日
）午
前
９
時
～
午
後
５
時
／
隼
人
歴
史
民
族
資
料
館

 

１
月
16
日（
火
）～
３
月
16
日（
金
）／
溝
辺
公
民
館
（
み
そ
め
館
）

問
＝
社
会
教
育
課  

☎（
64
）０
７
０
８

平
成
30
年
の
霧
島
神
宮
の
カ
レ
ン
ダ
ー
を
制
作
す
る
川
野
さ
ん
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K I R I S H I M A  I N F O R M A T I O N

お
知
ら
せ

防
災
行
政
無
線
の

全
国
一
斉
自
動
試
験
放
送

地
震
や
津
波
、
武
力
攻
撃
な
ど

切
迫
し
た
事
態
が
発
生
し
た
と
き

に
、
国
か
ら
住
民
へ
自
動
的
に
緊

急
情
報
を
伝
達
す
る
「
全
国
瞬
時

警
報
シ
ス
テ
ム
（
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
）」

の
試
験
放
送
が
行
わ
れ
ま
す
。　

防
災
行
政
無
線
の
ス
ピ
ー
カ
ー

な
ど
か
ら
音
声
が
流
れ
ま
す
が
、

試
験
放
送
で
す
の
で
特
別
な
対
応

は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。
な
お
、
災

害
な
ど
に
よ
り
、
中
止
に
な
る
場

合
も
あ
り
ま
す
。

⃝
�

放
送
日
時
＝
11
月
14
日（
火
）午

前
11
時
ご
ろ

◎�

�問
＝
安
心
安
全
課
☎（
64
）０
９

９
７
、
隼
人
地
域
振
興
課
、
各

総
合
支
所
地
域
振
興
課

結
核
・
肺
が
ん
検
診
を

受
診
し
て
い
な
い

歳
以
上
の
人
へ

結
核
、肺
が
ん
の
脱
漏
検
診（
レ

ン
ト
ゲ
ン
撮
影
）
を
行
い
ま
す
。

⃝
�

対
象
＝
65
歳
以
上
（
平
成
30
年

３
月
31
日
時
点
）
の
市
民
で
、

５
月
か
ら
７
月
に
行
っ
た
巡
回

検
診
を
受
け
て
い
な
い
人
や
今

年
度
、
医
療
機
関
で
受
診
し
て

い
な
い
人

◎�

�問
＝
健
康
増
進
課
☎（
64
）０
９

０
５

軽
自
動
車
・
バ
イ
ク
・

ト
ラ
ク
タ
ー
な
ど
の

各
種
手
続
き

軽
自
動
車
税
は
、
軽
自
動
車
や

バ
イ
ク
、
ト
ラ
ク
タ
ー
な
ど
を
所

有
し
て
い
る
人
に
、
そ
の
車
両
を

置
い
て
い
る
自
治
体
か
ら
課
税
さ

れ
ま
す
。
引
っ
越
し
な
ど
で
自
動

車
検
査
証
（
車
検
証
）
に
記
載
さ

れ
て
い
る
内
容
（
所
有
者
・
使
用

者
の
氏
名
、
住
所
、
使
用
の
本
拠

の
位
置
）
を
変
更
し
た
場
合
は
、

変
更
が
あ
っ
た
日
か
ら
15
日
以
内

に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

ト
ラ
ク
タ
ー
な
ど
の
小
型
特
殊

自
動
車
を
所
有
・
使
用
し
て
い
る

場
合
も
速
や
か
に
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先
・
手
続
き
窓
口

◦�

原
動
機
付
自
転
車
（
１
２
５
㏄

以
下
）、
ト
ラ
ク
タ
ー
な
ど
の

小
型
特
殊
自
動
車
＝
税
務
課
☎

（
64
）０
９
０
２
、
各
総
合
支
所

地
域
振
興
課
、
福
山
市
民
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー

◦ 

軽
自
動
車
＝
軽
自
動
車
検
査
協

会
鹿
児
島
事
務
所
☎
０
５
０

（
３
８
１
６
）１
７
６
１

◦ 
小
型
・
軽
二
輪
自
動
車
（
１
２

６
㏄
以
上
）
＝
鹿
児
島
運
輸
支

局
☎
０
５
０（
５
５
４
０
）２
０

８
９

北
朝
鮮
人
権
侵
害
問
題

啓
発
週
間

毎
年
12
月
10
日
か
ら
16
日
ま
で

は
北
朝
鮮
人
権
侵
害
問
題
啓
発
週

間
で
す
。
期
間
中
、
国
分
シ
ビ
ッ

ク
セ
ン
タ
ー
１
階
で
写
真
パ
ネ
ル

展
や
北
朝
鮮
に
拉
致
さ
れ
た
横
田

め
ぐ
み
さ
ん
の
家
族
の
苦
悩
や
救

出
活
動
を
描
い
た
ア
ニ
メ
「
め
ぐ

み
」
を
上
映
し
ま
す
。

霧
島
市
に
も
特
定
失
踪
者
の
家

族
が
い
ま
す
。
北
朝
鮮
当
局
に
よ

る
人
権
侵
害
問
題
に
対
す
る
認
識

を
深
め
ま
し
ょ
う
。

◎�

�問
＝
市
民
課
☎（
64
）０
９
０
１

10
月
１
日
か
ら
県
の

最
低
賃
金
が
７
３
７
円
に

最
低
賃
金
は
、
臨
時
、
パ
ー
ト
、

ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
全
て
の
労
働
者

に
適
用
さ
れ
ま
す
。
次
の
産
業
は

各
特
定
（
産
業
別
）
最
低
賃
金
が

適
用
さ
れ
ま
す
。

◦�

電
子
部
品
・
デ
バ
イ
ス
・
電
子

回
路
、
電
気
機
械
器
具
、
情
報

通
信
機
械
器
具
製
造
業

◦�

百
貨
店
、
総
合
ス
ー
パ
ー

◦�

自
動
車（
新
車
）小
売
業

◎�

�問
＝
最
低
賃
金
テ
レ
フ
ォ
ン

サ
ー
ビ
ス
☎
０
９
９（
２
２
３
）

８
８
８
１

労
働
契
約
の

無
期
転
換
ル
ー
ル

平
成

年
４
月
か
ら
開
始

有
期
労
働
契
約
が
通
算
５
年
を

超
え
て
更
新
さ
れ
た
と
き
は
、
労

※環霧島会議とは、霧島山を取り巻く鹿児島・宮崎両県の５市２町で構		成され、県境を越えて連携し地域活性化を図ります。錦江湾奥会議とは、錦江湾奥部に位置する鹿児島市、姶良市、垂水市、霧島市の４市が、行政区を越えて連携し、地域活性化を図ります。

※環霧島会議と錦江湾奥会議を構成するまちの  お祭りやイベントの最新情報をいち早くキャッチ。お好みのイベントを探して、出掛けてみませんか。

※ ＝問い合わせ先　 ＝申し込み先
※　  ＝「健康マイレージ」対象の事業（20歳以上が対象）
健康マイレージについての問い合わせは、健康増進課健康づくり推進室 ☎（64）0905

＝提出先提

４
３
３

み
や
ま
コ
ン
セ
ー
ル

自
主
事
業

■
霧
島
芸
術
の
森
を
巡
る
旅

国
内
外
で
活
躍
し
て
い
る
ト
ッ

プ
ク
ラ
ス
の
演
奏
家
た
ち
『
み
や

ま
女
声
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
』
に
よ
る

コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
ま
す
。

⃝
�

日
時
＝
11
月
26
日（
日
）午
後
２

時
30
分
～
４
時

⃝
�

場
所
＝
み
や
ま
コ
ン
セ
ー
ル
・

主
ホ
ー
ル

⃝
�

入
場
料
＝
一
般
千
円
、
学
生
・

幼
児
５
０
０
円

※
３
歳
未
満
は
入
場
不
可
。

◎�

�問
＝
み
や
ま
コ
ン
セ
ー
ル
☎（
78
）

８
０
０
０

明
治
維
新
１
５
０
周
年

記
念
講
演
会

歴
史
家
・
作
家
と
し
て
テ
レ
ビ

番
組
の
監
修
や
著
作
活
動
な
ど
を

行
っ
て
い
る
加か

来く

耕
三
さ
ん
が

「
西
郷
隆
盛
と
薩
摩
士
道
」
と
題

し
講
演
し
ま
す
。

⃝
�

日
時
＝
12
月
２
日（
土
）午
後
６

時
～
７
時
30
分

⃝
 

場
所
＝
国
分
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン

タ
ー
多
目
的
ホ
ー
ル

※�

入
場
は
無
料
で
す
が
、
霧
島
青

働
者
の
申
し
込
み
に
よ
り
、
無
期

労
働
契
約
（
期
間
の
定
め
の
な
い

契
約
）
に
転
換
で
き
る
ル
ー
ル
が

平
成
30
年
４
月
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

無
期
転
換
申
込
権
の
発
生
が
見

込
ま
れ
る
有
期
労
働
契
約
者
は
、

こ
の
ル
ー
ル
や
権
利
を
厚
生
労
働

省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
し
ま

し
ょ
う
。

有
期
契
約
労
働
者
を
雇
用
し
て

い
る
企
業
は
、
こ
の
ル
ー
ル
に
対

応
す
る
準
備
を
始
め
ま
し
ょ
う
。

◎�

�問
＝
鹿
児
島
労
働
局
「
無
期
転

換
ル
ー
ル
特
別
相
談
窓
口
」
☎

０
９
９（
２
２
３
）８
２
３
９

秋
の
火
災
予
防
運
動

11
月
９
日
か
ら
15
日
は
、
秋
の

火
災
予
防
運
動
で
す
。

こ
れ
か
ら
ス
ト
ー
ブ
な
ど
の
暖

房
器
具
を
使
う
機
会
が
増
え
ま
す
。

暖
房
器
具
の
周
り
に
は
燃
え
や
す

い
物
を
置
か
な
い
よ
う
に
す
る
な

ど
、
火
の
取
り
扱
い
に
は
十
分
注

意
し
ま
し
ょ
う
。

住
宅
用
火
災
警
報
器
は
、
全
て

の
住
宅
に
設
置
が
義
務
付
け
ら
れ

て
い
ま
す
。
火
災
は
い
つ
発
生
す

る
か
分
か
り
ま
せ
ん
。
日
頃
か
ら

電
池
切
れ
や
作
動
状
況
の
確
認
な

ど
の
点
検
を
し
ま
し
ょ
う
。
ま

だ
設
置
し
て
い
な
い
家
庭
で
は
、

ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
販
売
し

て
い
ま
す
の
で
、
必
ず
設
置
し
ま

し
ょ
う
。

◎�

�問
＝
消
防
局
予
防
課
☎（
64
）０

年
会
議
所
事
務
局
、
霧
島
商
工

会
議
所
、
市
商
工
会
で
配
布
し

て
い
る
入
場
整
理
券
が
必
要
で

す
。

◎�

�問
＝
霧
島
青
年
会
議
所
事
務
局

☎（
47
）３
７
７
３

秋
の
龍
馬
祭

坂
本
龍
馬
が
暗
殺
さ
れ
て
か
ら
、

11
月
15
日
で
１
５
０
年
を
迎
え
ま

す
。
龍
馬
慰
霊
祭
、
お
茶
の
振
る

舞
い
、
特
産
品
販
売
、
企
画
展
示

「
龍
馬
と
西せ

郷ご

ど
ん
」
を
開
催
し

ま
す
。

⃝
�

日
時
＝
11
月
15
日（
水
）午
前
10

時
～
午
後
５
時

⃝
�

場
所
＝
塩
浸
温
泉
龍
馬
公
園

◎�

�問
＝
塩
浸
温
泉
龍
馬
公
園
☎（
76
）

０
０
０
７

霧
島
神
話
の
里
公
園

「
き
り
し
ま
紅
葉
ま
つ
り
」

き
れ
い
な
紅
葉
を
眺
め
な
が
ら

霧
島
九
面
太
鼓
の
演
奏
や
チ
ェ
ー

ン
ソ
ー
ア
ー
ト
の
実
演
、
ぽ
ん
菓

子
、
ね
っ
た
ぼ
の
振
る
舞
い
を
楽

し
め
ま
す
。

⃝
�

日
時
＝
11
月
26
日（
日
）午
前
９

時
～
午
後
５
時

◎�

�問
＝
霧
島
神
話
の
里
公
園
☎（
57
）

１
７
１
１

環霧島・錦江湾奥イベント情報

⃝ �日時＝11月19日（日）午前10時～午後３時
⃝ �場所＝都市農業センター (犬迫町4705)
⃝ �内容＝農林水産物抽選会や農林水産物
販売、焼肉試食、ジャガイモ収穫体験な
ど。第46回ふるさと芸能祭も同時開催
＝サンサンコールかごしま�☎099（808）3333

農林水産秋まつり鹿児島市
⃝ �日時＝11月19日（日）午前９時～午後３時
⃝ �場所＝蒲生小学校（蒲生町上久徳2252）
⃝ �内容＝蒲生郷太鼓坊主の演奏、アイガ
モレース、黒毛和牛即売会、特産品販
売など
＝�蒲生地域振興課  ☎（52）1211

大楠どんと秋まつり姶良市
⃝ �日時＝12月３日（日）午前９時～午後２時
⃝ �場所＝旧大野小中学校（田神3754）
⃝ �内容＝大野地区特産品のつらさげ芋や
高原野菜などの物産展や豚汁・手打ち
そば販売など
＝大野地区公民館別館 ☎0994（32）0156

⃝ �日時＝11月23日（木・祝）午後１時から
⃝ �場所＝住吉神社（末吉町二之方3995-1）
⃝ �内容＝住吉神社神事、県無形民俗文化
財の流鏑馬、甘酒やこんにゃくの振る
舞いなど
＝曽於市社会教育課�☎099（482）5958

第８回大
う

野
の

原
ばい

いきいき祭り 住吉神社・流
や ぶ さ め

鏑馬垂水市 曽於市

虐待かもと思ったら
ためらわずに連絡を

11月は児童虐待防止
推進月間です。

虐待を受けたと思わ
れる子どもを見つけた
ときには、ためらわず
に児童相談所全国共通
ダイヤル「189（いちは

やく）」や市役所へ連絡してください。児童相
談所全国共通ダイヤルに連絡すると、近くの
児童相談所につながります。

連絡・相談は、匿名で行うこともでき、連
絡・相談をした人、その内容に関する秘密は
守られます。

あなたの１本の電話で救われる子どもが
います。
◎相談窓口

児童相談所全国共通ダイヤル  ☎189
子育て支援課子ども家庭支援室 ☎（64）0881

日　　　時 場　所
11月27日（月）

9：30 ～ 10：30

横川保健センター
11月28日（火） 溝辺ふれあい温泉センター
11月29日（水） 霧島保健福祉センター
11月30日（木） 福山活性化センター
12月 1日（金） 牧園農村活性化センター
12月 5日（火）

13：30 ～ 14：30
国分保健センター

12月 6日（水） すこやか保健センター
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K I R I S H I M A  I N F O R M A T I O N
i

n
f

o
r

m
a

t
i

o
n

霧
島
神
宮
ほ
ぜ
祭
り

子
ど
も
み
こ
し
や
踊
り
連
、
霧

島
中
学
校
吹
奏
楽
部
の
演
奏
、
郷

土
芸
能
を
披
露
し
ま
す
。
特
産
品

の
販
売
や
甘
酒
、ぽ
ん
菓
子
、ね
っ

た
ぼ
の
振
る
舞
い
も
あ
り
ま
す
。

⃝
�

日
時
＝
11
月
23
日（
木・
祝
）午

前
10
時
～
午
後
３
時

⃝
�

場
所
＝
霧
島
神
宮
、
緑
の
村

◎�

�問
＝
ほ
ぜ
祭
り
奉
賛
会
事
務
局

☎（
57
）１
１
１
２

霧
島
・
食
の
文
化
祭

「
み
そ
の
あ
る
霧
島
の
暮
ら
し
」

を
テ
ー
マ
に
、
み
そ
を
使
っ
た
家

庭
料
理
が
大
集
合
。
み
そ
仕
込
み

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
紙
芝
居
な
ど

も
行
い
ま
す
。

⃝
�

日
時
＝
11
月
26
日（
日
）午
前
10

時
～
午
後
３
時

⃝
�

場
所
＝
霧
島
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
（
霧
島
田
口
５
０
０
）

⃝
�

入
場
料
＝
無
料

ペ
ー
ジ
か
ら

※�

キ
ャ
ン
セ
ル
す
る
場
合
は
、
前

日
ま
で
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

◎�

�問・�申
＝
市
民
活
動
推
進
課
☎

（
64
）０
９
２
４

西
郷
公
園
の
指
定
管
理
者

平
成
30
年
４
月
１
日
か
ら
西
郷

公
園
を
指
定
管
理
者
と
し
て
管
理

す
る
法
人
や
団
体
を
募
集
し
ま
す
。

⃝
�

受
付
期
間
＝
11
月
13
日（
月
）～

12
月
８
日（
金
）

※�

詳
細
は
、
11
月
中
旬
に
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
へ
掲
載
し
ま
す
。

◎�

�問・�申
＝
企
画
政
策
課
☎（
64
）

０
９
１
４

郷
土
館
め
ぐ
り

「
大
隅
正し

ょ
う

八は
ち

幡ま
ん

宮ぐ
う

の　

発
展
と
時
代
背
景
」

大
隅
正
八
幡
宮（
鹿
児
島
神
宮
）

の
歴
史
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

⃝
�

日
時
＝
12
月
16
日（
土
）午
前
10

時
～
正
午

⃝
�

場
所
＝
隼
人
塚
史
跡
館

⃝
�

定
員
＝
30
人
（
申
し
込
み
多
数

の
場
合
は
抽
選
）

⃝
�

参
加
料
＝
３
０
０
円

⃝
�

申
込
期
限
＝
12
月
１
日（
金
）

◎�

�問・�申
＝
社
会
教
育
課
☎（
64
）

０
７
０
８

ク
ス
、
メ
ー
ル

⃝
�

申
込
期
限
＝
11
月
24
日（
金
）

◎�

�問・�申
＝
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

☎（
64
）０
９
６
４
、
℻（
64
）０�

９
５
８
、
メ
ー
ルshou-sei�

saku@
city-kirishim

a.jp

メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

自
主
講
座　
　
　
　
　

就
職
を
目
指
す
55
歳
以
上
の

介
護
補
助
員
養
成
講
習

介
護
の
補
助
や
介
護
送
迎
運
転

◎�

�問
＝
霧
島
食
育
研
究
会
☎
０
９

０（
４
９
８
２
）８
８
９
８

募
　
集

国
際
交
流
員
と

交
流
し
よ
う

⃝
�

対
象
＝
市
民

⃝
�

定
員
＝
各
先
着
15
人

⃝
�

申
込
方
法
＝
電
話
か
市
ホ
ー
ム

霧
島
神
宮
史
跡
巡
り

⃝
�

日
時
＝
11
月
16
日（
木
）午
前
10

時
～
正
午

⃝
�

集
合
場
所
＝
市
観
光
案
内
所
駐

車
場（
霧
島
田
口
２
４
５
９
－
６
）

⃝
�

定
員
＝
先
着
30
人

⃝
 

参
加
料
＝
中
学
生
以
上
千
円
、

小
学
生
６
０
０
円
（
弁
当
、
お

茶
、
保
険
代
含
む
）

⃝
 

申
込
期
限
＝
11
月
14
日（
火
）

◎�

�問・�申
＝
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
☎（
42
）８
５
８
５

消
費
生
活
ビ
ギ
ナ
ー
塾

⃝
�

時
間
＝
午
前
９
時
30
分
～
11
時

30
分

⃝
�

場
所
＝
国
分
公
民
館
小
会
議
室

⃝
�

対
象
＝
市
内
に
在
住
ま
た
は
勤

務
し
て
い
る
18
歳
以
上
の
人

⃝
�

定
員
＝
先
着
30
人

⃝
�

受
講
料
＝
無
料

⃝
�

申
込
方
法
＝
住
所
、
氏
名
、
年

齢
、
電
話
番
号
を
電
話
か
フ
ァ

ぽん菓子の振る舞い

※　  ＝「健康マイレージ」対象の事業（20歳以上が対象）
健康マイレージについての問い合わせは、健康増進課健康づくり推進室 ☎（64）0905

※ ＝問い合わせ先　 ＝申し込み先 ＝提出先提

ワ
ッ
グ（
壁
飾
り
）作
り
講
座

⃝
�

日
時
＝
12
月
６
日（
水
）午
前
９

時
30
分
～
正
午

⃝
�

定
員
＝
先
着
20
人

⃝
�

受
講
料
＝
２
２
０
０
円�

【
共
通
事
項
】

⃝
�

受
付
＝
11
月
13
日（
月
）か
ら

◎�

�問・�申
＝
天
降
川
地
区
共
同
利

用
施
設
☎（
43
）１
９
５
１

サ
ン
・
あ
も
り
自
主
講
座

■
ハ
タ
ヨ
ガ
初
級
ク
ラ
ス

⃝
�

日
時
＝
12
月
５
日
～
２
月
27
日

（
全
て
火
曜
・
全
10
回
）
午
後

７
時
30
分
～
８
時
40
分

■
ス
ロ
ー
・
フ
ロ
ー
ヨ
ガ

⃝
�

日
時
＝
12
月
６
日
～
２
月
21
日

（
全
て
水
曜
・
全
10
回
）
午
後

７
時
30
分
～
８
時
40
分

【
共
通
事
項
】

⃝
�

定
員
＝
先
着
21
人

⃝
�

受
講
料
＝
５
千
円

⃝
�

受
付
＝
11
月
13
日（
月
）か
ら

◎�

�問・�申
＝
サ
ン
・
あ
も
り
☎（
43
）

３
３
７
３

ア
メ
ニ
ティ
栄
養
講
座

食
事
に
よ
る
病
気
の
予
防
や
塩

分
制
限
の
工
夫
な
ど
に
つ
い
て
学

び
ま
す
。

⃝
�

日
時
＝
11
月
26
日（
日
）午
前
11

12
月
４
日
か
ら
10
日
ま
で
は
「
人

権
週
間
」
で
す
。
市
で
は
14
人
の

人
権
擁
護
委
員
が
啓
発
活
動
や
人

権
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

■
市
の
人
権
擁
護
委
員（
敬
称
略
）

【
国
分
】�
漆

う
る
し

木き

ミ
ヱ
、
石
塚
義
人
、

柳
田
秀
徳
、
山
下
佐
和

子
、
池
田
裕
子

【
溝
辺
】
長
谷
川
喜
一

【
横
川
】
立
山
謙
一

【
牧
園
】
古
川
正
利

【
霧
島
】
中
神　

実

【
隼
人
】�

井
上
嘉か

知ち

子こ

、福
丸
育
美
、

山
下
辰
美
、
湊　

泰
洋

【
福
山
】
永
田
聖し

ょ
う

子こ

■
特
設
人
権
相
談

⃝
�

相
談
日
／
場
所

◦�

12
月
５
日（
火
）／
溝
辺
総
合
支

所
◦�

12
月
６
日（
水
）／
福
山
公
民
館

◦�

12
月
13
日（
水
）／
隼
人
市
民
サ�

ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

◦�

12
月
14
日（
木
）／
国
分
総
合
福

祉
セ
ン
タ
ー

⃝
�

時
間
＝
午
前
10
時
～
午
後
３
時

鹿
児
島
地
方
法
務
局
霧
島
支
局

で
は
、
平
日
の
午
前
８
時
30
分
か

ら
午
後
５
時
15
分
ま
で
常
設
相
談

所
も
開
設
し
て
い
ま
す
。

◎�

�問
＝
鹿
児
島
地
方
法
務
局
霧
島

支
局
☎（
45
）０
０
６
４

手
な
ど
へ
の
就
職
を
目
指
し
ま
す
。

⃝
�

日
時
＝
12
月
５
日（
火
）～
15
日

（
金
）午
前
10
時
～
午
後
４
時

（
土
日
を
除
く
全
８
日
間
、
５

日
の
み
午
前
11
時
か
ら
）

⃝
�

場
所
＝
働
く
女
性
の
家

⃝
�

対
象
＝
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
求
職

登
録
し
た
55
歳
以
上
の
人

⃝
�

定
員
＝
先
着
15
人

⃝
�

受
講
料
＝
無
料

⃝
�

申
込
期
限
＝
11
月
20
日（
月
）

◎�

�問・�申
＝
東
京
リ
ー
ガ
ル
マ
イ

ン
ド
☎
０
９
９（
２
１
４
）２
１

４
０

職
業
訓
練
生

■
パ
ソ
コ
ン
・
基
礎
科

ワ
ー
プ
ロ
、
パ
ソ
コ
ン
の
表
計

算
な
ど
の
操
作
を
学
び
ま
す
。

⃝
�

訓
練
期
間
＝
１
月
11
日（
木
）～

４
月
10
日（
火
）

⃝
�

場
所
＝
Ｋ
Ｉ
Ｓ
パ
ソ
コ
ン
ス

ク
ー
ル
国
分
教
室
（
国
分
敷
根

１
７
２
－
１
）

⃝
�

申
込
期
限
＝
12
月
８
日（
金
）

■
介
護・福
祉
科
（
実
務
者
研
修
）

介
護
職
に
必
要
な
幅
広
い
知
識

や
技
術
を
学
び
ま
す
。

⃝
 

訓
練
期
間
＝
１
月
19
日（
金
）～

７
月
18
日（
水
）

⃝
 

場
所
＝
霧
島
商
工
会
議
所

⃝
�

申
込
期
限
＝
12
月
15
日（
金
）

【
共
通
事
項
】

⃝
 

対
象
＝
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
求
職

登
録
を
し
た
人
（
選
考
試
験
有

り
）

⃝
�

受
講
料
＝
無
料
（
別
途
、
テ
キ

ス
ト
代
が
必
要
）

※�

訓
練
の
時
間
な
ど
詳
細
は
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎�

�問・�申
＝
国
分
公
共
職
業
安
定

所
☎（
45
）５
３
１
１

丸
岡
公
園
情
報

平
成
30
年
に
開
園
50
周
年
を
迎

え
る
丸
岡
公
園
の
思
い
出
の
写
真
、

エ
ッ
セ
イ
を
募
集
し
ま
す
。

⃝
 

提
出
方
法
＝
丸
岡
公
園
管
理
事

務
所
に
直
接

⃝
 

提
出
期
限
＝
３
月
30
日（
金
）

◎�

�問
＝
丸
岡
公
園
管
理
事
務
所
☎

（
72
）１
３
６
２

天
降
川
地
区

共
同
利
用
施
設
情
報

■�

ソ
イ
キ
ャ
ン
ド
ル（
大
豆

　
の
ろ
う
そ
く
）作
り
体
験

⃝
 

日
時
＝
11
月
27
日（
月
）午
前
10

時
～
正
午

⃝
�

定
員
＝
先
着
15
人

⃝
�

受
講
料
＝
１
５
０
０
円

■�

ハ
ッ
ピ
ー
ク
リ
ス
マ
ス
・
ス

時
～
午
後
１
時

⃝
�

場
所
＝
ア
メ
ニ
テ
ィ
国
分
（
国

分
重
久
３
６
１
－
１
）

⃝
�

定
員
＝
先
着
40
人

⃝
�

参
加
料
＝
５
０
０
円（
昼
食
代
）

⃝
 

申
込
期
限
＝
11
月
25
日（
土
）

◎�

�問・�申
＝
ア
メ
ニ
テ
ィ
国
分
☎

（
64
）０
６
６
６

相
　
談

全
国
一
斉
「
女
性
の
人
権

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
強
化
週
間

法
務
局
職
員
や
人
権
擁
護
委
員

が
夫
、
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力

や
職
場
で
の
セ
ク
ハ
ラ
な
ど
で

困
っ
て
い
る
女
性
の
人
権
相
談
に

応
じ
ま
す
。

⃝
�

相
談
電
話
番
号
＝
☎
０
５
７
０

（
０
７
０
）８
１
０

⃝
 

日
時
＝
11
月
13
日（
月
）～
19
日

（
日
）【
平
日
】午
前
８
時
30
分
～

午
後
７
時
、【
土
日
】
午
前
10

時
～
午
後
５
時

◎�

�問
＝
鹿
児
島
地
方
法
務
局
人
権

擁
護
課
☎
０
９
９（
２
５
９
）０

６
８
４

人
権
問
題
で
お
悩
み
の
人
は

ご
相
談
く
だ
さ
い

12
月
10
日
は
「
人
権
デ
ー
」、

コース名 内　　　　容 日　　時 場　所 参加料 申込期限
中国

カルチャー体験
中国の刺しゅう文化を学ん
で、刺しゅうを体験します。

12/11（月）
14：00～ 16：00

国分公民館
調理講義室 350円 12/ 8（金）

韓国語教室
一年を振り返り、忘年会で
使える韓国語を学びます。
※コップ、筆記用具を持参。

12/14（木）
18：30～ 19：30

国分公民館
調理講義室 無料 12/13（水）

English
Hour

自分に合ったレベルで、楽
しく英語で会話します。
※参加は１人１つのレベル
に限ります。

初級　12/18（月）
18：00～ 19：00
中級　12/18（月）
19：10～ 20：10
上級　12/25（月）
18：30～ 19：30

国分公民館
中研修室 無料

初級・中級
12/15（金）

上級
12/22（金）

講座
番号 講　座　名 日　　時 場　所 定員 受講料 申込期限

（必着）

20 第２回iOSスマホ・
タブレット基礎講座

12/ 6（水）
9:30 ～ 15:30

メディア
センター 20人

500円

11/22（水）

54 パソコン移動講座
（溝辺地区）

12/ 8（金）
13:30 ～ 16:30 溝辺公民館 10人 11/24（金）

38 第２回写真・データ
管理基礎講座

12/12（火）
18:30 ～ 20:30

メディア
センター 20人 11/28（火）

◦申込方法＝往復はがき（1講座1枚）に講座番号、講座名、住所、氏名、電話番号を記入し郵送
◦受講決定＝はがきで通知（申し込み多数の場合は抽選）
�問・�申＝ メディアセンター  ☎（64）0919、〒899-4394 国分中央３-45-1

回 テーマ 期日

1 ライフステージ
ごとの人生設計

12/ 5
（火）

2 知って得する
契約のあれこれ

12/12
（火）

3
エンディング
ノートを
書いてみよう

12/19
（火）
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登
校
中
、
小
学
生
の
わ
が
子

た
ち
に
「
じ
ゃ
ん
け
ん
お

じ
ち
ゃ
ん
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
方

が
い
ま
す
。
毎
朝
、
雨
の
日
も
風

の
日
も
信
号
機
の
な
い
横
断
歩
道

に
立
ち
、
子
ど
も
た
ち
の
安
全
の

た
め
に
旗
を
持
ち
見
守
っ
て
く
れ

て
い
る
民
生
委
員
さ
ん
で
す
。
い

つ
も
声
掛
け
を
し
て
く
だ
さ
り
、

横
断
を
待
っ
て
い
る
間
に
じ
ゃ
ん

け
ん
を
し
て
く
れ
て
い
る
よ
う
で
、

そ
れ
に
勝
つ
と
い
い
こ
と
が
あ
る

と
言
う
わ
が
子
。
そ
ん
な
日
常
の

温
か
い
風
景
が
目
に
浮
か
び
、
私

も
と
て
も
う
れ
し
い
気
持
ち
に
な

り
ま
す
。

民
生
委
員
制
度
が
始
ま
っ
て
１

０
０
周
年
な
の
で
す
ね
。
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
活
動
し
て
く
だ
さ
る
皆

さ
ま
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ

ぱ
い
で
す
。
こ
れ
か
ら
先
も
ず
っ

と
、
こ
の
よ
う
な
心
温
ま
る
制
度

が
続
い
て
い
く
こ
と
を
心
か
ら

願
っ
て
い
ま
す
。（
い
ぶ
む
あ
30

歳
女
性
）

●

子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
の
身

近
な
相
談
相
手
と
し
て
、
市
内
で

は
２
８
４
人
の
民
生
委
員
児
童
委

員
さ
ん
が
活
躍
中
で
す
。
こ
れ
か

ら
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

消
防
団
員
の
皆
さ
ま
、
い
つ

も
ご
苦
労
さ
ま
で
す
。
昭

和
ひ
と
桁
生
ま
れ
の
私
た
ち
の
時

代
は
、
女
性
が
消
防
団
員
に
な
れ

る
と
は
考
え
た
こ
と
も
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
大
変
な
活
動
と
思
い

ま
す
が
、
お
体
に
気
を
付
け
て
頑

張
っ
て
く
だ
さ
い
。
出
掛
け
る
時

に
は
、
い
つ
も
火
の
元
の
点
検
箇

所
を
口
に
出
し
な
が
ら
確
認
す
る

よ
う
に
心
掛
け
て
い
ま
す
。（
86

歳
バ
ー
バ
86
歳
女
性
）

●

女
性
消
防
隊
は
平
成
20
年
に
発

足
し
現
在
18
人
が
活
躍
中
。
詳
し

く
は
消
防
局（
☎
64
－
０
１
１
９
）

ま
で
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

新
燃
岳
が
噴
火
し
降
灰
が

や
っ
か
い
で
す
ね
。
お
見

舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。
10
月
14
日
、

関
西
圏
霧
島
市
ふ
る
さ
と
会
が
大

阪
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
同
郷
の

人
と
顔
を
合
わ
せ
ら
れ
る
楽
し
い

集
い
は
、
毎
回
会
場
が
満
員
に
な

り
ま
す
。
今
年
も
芋
焼
酎
で
乾
杯

し
、
カ
ラ
オ
ケ
大
会
や
飛
び
入
り

の
踊
り
、
お
は
ら
節
な
ど
で
盛
り

上
が
り
ま
し
た
。「
来
年
も
会
い

ま
し
ょ
う
」
と
皆
さ
ん
と
誓
い
、

楽
し
い
一
日
を
過
ご
す
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
来
年
は
11
月
３
日
の

予
定
で
す
。
関
西
に
お
住
い
の
皆

さ
ん
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

（
村
岡
光
男
80
歳
男
性
）

●

ふ
る
さ
と
会
は
関
東
や
中
部
、

福
岡
な
ど
で
も
組
織
さ
れ
て
い
ま

す
。
詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
「
ふ
る
さ
と
会
」
で
検
索
し
て

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

３
月
ま
で
離
島
に
い
た
私
た

ち
夫
婦
は
温
泉
が
大
好
き

で
す
。
転
勤
で
霧
島
に
異
動
が
決

ま
っ
た
時
に
は「
温
泉
天
国
だ
あ
」

と
二
人
で
喜
び
ま
し
た
。
こ
れ
か

ら
少
し
ず
つ
秋
も
深
ま
り
、
寒
く

な
っ
て
く
る
と
温
か
い
温
泉
が
あ

り
が
た
い
で
す
ね
。
霧
島
に
は
妙

見
や
日
当
山
、
丸
尾
な
ど
、
た
く

さ
ん
の
温
泉
が
あ
り
ま
す
。
紅
葉

や
温
泉
を
巡
る
日
帰
り
旅
行
を
た

く
さ
ん
楽
し
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
く
る
り
ん
ぱ
49
歳
女
性
）

●

新
燃
岳
の
噴
火
に
よ
る
規
制
で

利
用
で
き
な
い
道
路
や
施
設
が
あ

り
ま
す
が
、
規
制
区
域
外
の
全
て

の
宿
泊
施
設
や
観
光
施
設
は
通
常

ど
お
り
営
業
し
て
い
ま
す
。
市
民

の
皆
さ
ま
も
、
ぜ
ひ
秋
の
霧
島
を

楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
ね
。

息
子
は
自
閉
症
で
す
。
自
閉

症
と
い
っ
て
も
、
い
ろ
い

ろ
な
症
状
が
あ
り
ま
す
。
先
日
は

息
子
が
多
目
的
ト
イ
レ
で
用
を
済

ま
せ
外
に
出
る
と
、
車
い
す
の
方

か
ら
「
健
常
者
は
入
れ
な
い
ん
だ

本誌への感想、霧島市への思いなど、たくさんの声をお
寄せください。お便りは綴じ込みのはがき、ファクス（0995
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よ
」
と
叱
ら
れ
、
謝
り
ま
し
た
。

後
々
考
え
る
と
、
息
子
の
よ
う
な

自
閉
症
の
子
ど
も
に
は
、
男
子
便

器
の
赤
い
光
や
突
然
流
れ
る
水
な

ど
、
健
常
者
に
分
か
ら
な
い
怖
さ

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

し
た
。
そ
の
こ
と
に
慣
れ
る
ま
で

に
時
間
が
か
か
る
人
も
い
ま
す
。

見
た
目
で
は
分
か
り
ま
せ
ん
が
、

そ
の
よ
う
な
子
ど
も
た
ち
が
い
る

と
い
う
こ
と
を
知
っ
て
ほ
し
い
で

す
。（
き
こ
ち
ゃ
ん
45
歳
女
性
）

●

自
閉
症
は
社
会
性
と
対
人
関
係

の
障
害
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

や
言
葉
の
発
達
の
遅
れ
、
行
動
や

興
味
の
偏
り
の
３
つ
が
大
き
な
特

徴
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
発
達
に

関
す
る
相
談
は
、
こ
ど
も
発
達
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
（
☎
64
－
０
９

２
５
）
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

何
事
に
も
三
日
坊
主
の
私
で

す
が
、
釣
り
だ
け
は
小
さ

い
頃
か
ら
始
め
て
今
も
続
け
て
い

ま
す
。
大
掛
か
り
な
釣
り
で
は
な

く
、
場
所
を
変
え
る
こ
と
の
な
い

堤
防
釣
り
で
す
。
深
夜
か
ら
朝
方

ま
で
の
釣
り
で
す
が
、
浮
き
が

ス
ー
ッ
と
海
中
に
沈
む
一
瞬
が
楽

し
み
で
止
め
ら
れ
ま
せ
ん
。
釣
れ

る
日
、
釣
れ
な
い
日
も
あ
り
ま
す

が
、
釣
り
を
通
し
て
霧
島
の
地
魚

や
き
れ
い
な
自
然
と
触
れ
合
う
こ

と
が
で
き
る
だ
け
で
十
分
で
す
。

（
霧
島
人
65
歳
男
性
）

が
ら
楽
し
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
く
い
し
ん
ぼ
う
マ
マ
31
歳
女
性
）

●

広
報
誌
に
は
ク
ー
ポ
ン
も
付
い

て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く

だ
さ
い
。
あ
と
半
年
間
、
霧
島
の

魅
力
を
た
っ
ぷ
り
と
吸
収
し
て
、

市
外
で
も
宣
伝
し
て
く
だ
さ
い
ね
。

広
報
き
り
し
ま
を
毎
月
楽
し

み
に
し
て
い
ま
す
。
読
者

の
声
や
お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー
な
ど
、

じ
っ
く
り
と
見
て
い
ま
す
。
最
近
、

黒
酢
を
飲
み
始
め
ま
し
た
。
飲
み

や
す
く
て
お
い
し
く
、
疲
れ
た
と

き
に
も
体
が
元
気
に
な
る
よ
う
な

感
じ
が
し
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
続

け
た
い
と
思
い
ま
す
。
大
切
な
夫

●

霧
島
は
山
、
川
、
そ
し
て
海
の

自
然
に
恵
ま
れ
、
魅
力
が
い
っ
ぱ

い
で
す
ね
。
こ
れ
か
ら
の
季
節
は

寒
く
な
り
ま
す
の
で
気
を
付
け
て

く
だ
さ
い
ね
。

就
職
で
霧
島
市
に
住
み
始
め

て
今
年
で
10
年
。
来
年
の

４
月
に
は
引
っ
越
す
こ
と
が
決

ま
っ
て
い
る
の
で
、
大
好
き
な
霧

島
市
で
過
ご
す
の
も
、
あ
と
半
年

と
な
り
ま
し
た
。
た
く
さ
ん
お
出

掛
け
を
し
て
き
ま
し
た
が
、
ま
だ

ま
だ
行
っ
て
み
た
い
と
こ
ろ
や
子

ど
も
と
一
緒
に
行
き
た
い
お
店
も

た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
広
報
誌
に

掲
載
さ
れ
る
情
報
も
参
考
に
し
な

出産後のママと赤ちゃんを
サポートします

～産後ケア事業スタート～

と
ワ
ン
ち
ゃ
ん
、
金
魚
ち
ゃ
ん
と
、

こ
れ
か
ら
も
元
気
で
過
ご
し
て
い

き
た
い
で
す
。
そ
し
て
、
い
つ
か

私
た
ち
夫
婦
も
子
ど
も
を
授
か
り

ま
す
よ
う
に（
ミ
リ
ィ
33
歳
女
性
）

●

江
戸
時
代
か
ら
作
ら
れ
て
い
る

黒
酢
は
、
屋
外
に
並
べ
た
壺
を
使 

っ
て
発
酵
さ
せ
、
長
期
熟
成
か
ら

生
ま
れ
る
霧
島
市
の
特
産
品
で
す
。

飲
ん
だ
り
料
理
に
入
れ
た
り
し

て
黒
酢
を
生
活
の
一
部
に
ど
う
ぞ
。

こ
の
ほ
か
５
通
の
お
便
り
を
い

た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
文
章
は
紙
面
の
都
合
上
、
調

整
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り

ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

出産後に頼れる人がいない、実家に帰り
たいけど親も頼れないなど、
出産後の支援者がいない母
親と赤ちゃんをサポートす
るために、霧島市は10月
６日から産後ケア事業を開
始しました。

⃝対象
霧島市に住所がある産後３か月までの母親

とその乳児で、次のどちらにも該当する人。
・�産後に支援をしてくれる家族がいない
・�産後、母親の体調がすぐれなかったり、育
児に対して不安がある

⃝内容
出産した医療機関などを退院後、次の指定

施設で母親と子どもの体調に合わせて、助産
師や保健師などによるケアや相談を受けられ
ます。

⃝利用できる施設

⃝利用方法
母子健康手帳と申請者の印鑑を持参の上、

健康増進課、すこやか保健センター、各総合
支所市民福祉課のいずれかで手続きをしてく
ださい。
�問＝健康増進課  ☎（64）0905

すこやか保健センター  ☎（42）1178

施　設　名 所在地
産後ケアハウス  みつおHOUSE 霧島市隼人町
竹内レディースクリニック 姶良市
フィオーレ第一病院 姶良市
鹿児島中央助産院 鹿児島市
ふるた助産院産前・産後
ケアハウス  サクララン 鹿児島市

マミィ助産院 鹿児島市

宿　泊 デイサービス

内　容
・お母さんの産後の体調管理とケア
・授乳やもく浴についての相談
・赤ちゃんのお世話の仕方など

利用上限 産後３か月までに原則７日以内

利用料金

市民税課税世帯
7,560円/日

市民税課税世帯
3,780円/日

市民税非課税世帯 
生活保護世帯
3,780円/日

市民税非課税世帯 
生活保護世帯
1,890円/日

松本 洋さん （国分）
【撮影データ】
絞り1.2、シャッター1/3200、ISO200

心艶
あ で

やかに
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※読者プレゼントを提供してくださる方を募集しています。秘書広報課広報広聴グループ☎（64）0955 までご連絡ください。

市
長
の
責
任
と
覚
悟

市
長
コ
ラ
ム

前
田
終
止

新
燃
岳
が
約
６
年
ぶ
り
に
噴

火
し
ま
し
た
。
直
ち
に
災
害
警

戒
本
部
を
立
ち
上
げ
、
現
地
調

査
を
行
い
な
が
ら
関
係
機
関
と

連
携
し
て
対
応
し
て
い
る
と
こ

ろ
に
台
風
21
号
が
接
近
。
衆
議

院
議
員
選
挙
の
投
開
票
事
務
も

重
な
り
、
台
風
接
近
に
備
え
た

避
難
所
対
応
の
準
備
を
同
時
に

進
め
ま
し
た
。
台
風
は
大
き
く

そ
れ
、
幸
い
に
も
大
き
な
被
害

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

新
燃
岳
は
噴
火
警
戒
レ
ベ
ル

が
下
が
る
ま
で
緊
張
感
を
持
っ

た
対
応
が
必
要
で
す
。
規
制
区

域
外
の
ほ
と
ん
ど
の
ホ
テ
ル
や

旅
館
な
ど
で
は
、
い
つ
も
と
変

わ
ら
ず
温
泉
や
豊
か
な
食
な
ど

を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

正
し
い
情
報
を
発
信
し
、
風
評

被
害
対
策
を
強
力
に
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。

市
長
就
任
以
来
、
新
燃
岳
や

硫
黄
山
な
ど
の
火
山
活
動
、
時

間
雨
量
１
２
０
㍉
を
超
す
集
中

豪
雨
や
台
風
に
よ
る
災
害
、
鳥

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
や
口
蹄
疫
な

ど
、
大
自
然
が
も
た
ら
す
驚
異

と
正
面
か
ら
向
き
合
っ
て
ま
い

り
ま
し
た
。
市
長
の
責
任
は
重

い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
防
災
対

策
は
い
っ
と
き
も
空
白
や
停
滞

が
あ
っ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
今

後
も
覚
悟
を
持
っ
て
危
機
管
理

に
万
全
を
期
し
て
ま
い
り
ま
す
。

◎人口／126,443人（－61）◎世帯数／60,386世帯（－26）
・男性／60,823人（－26） ・女性／65,620人（－35） ・出生94人 ・死亡108人 ・転入282人 ・転出317人 （平成29年10月１日現在）

ED
IT

O
R

'S

若者の地元就職を増やそうと、今年から始めた企画「ミライ、わく
Work♪」。それを見た市内の高校生３人の就職が、第１回に登場し

た国分電機㈱に内定したと聞きました。地元就職を広報誌で後押しでき
感無量。今後も霧島市の魅力的な企業と若者を紹介していきます（川床）

西南の役53景を見に、巡回展示中の国分郷土館へ。想像してい
たよりも色が鮮やかで、ずらりと並ぶ錦絵は圧巻。人物の表情や

風景も丁寧に描かれびっくりしました。今後、隼人歴史民族資料館とみ
そめ館で展示します。川野さんの気迫の作品をぜひご覧ください（土井）

3年前の11月、ぎっくり腰に襲われて1週間寝たきりに。予防には腹
筋を鍛えるといいそう。最近、私の周りでは某メーカーのトレー

ニング器具を使い、腹筋を割ることがトレンドですが…すっかり寒く
なってきたので、まずはお湯で割ることから始めたいと思います（森本）

3 00年ぶりの大噴火から２年後に作成された新燃岳噴火記録誌。噴
火や被害の様子、支援の絆、未来へ向けた動きが記録され、当時

のさまざまな出来事を知ることができます。後世に伝える大切な記録、今
度は私たちがその役割をしっかりと担っていきたいと思います（上小園）

マチイロ（広報誌電子版） 霧島市Twitter

霧島市ホームページ 霧島市Facebook

秋といえば紅葉狩り。霧島市では高千
穂河原や丸尾、えびの高原、霧島神宮
周辺を中心に楽しむことができます。写
真は昨年の晩秋、霧島神宮前で見上
げた鮮やかな紅葉。燃えるような「赤」
をレンズいっぱいに収めました。新燃
岳を心配する声もありますが、しっかり
と火山情報を把握しながら、今年も秋
を100％楽しもうと思います。紅葉の時
期・場所などは観光課（☎64-0895）
か観光協会（☎78-2115）へ（川床）

秋だ、100％�（霧島田口）
平成28年12月10日  午後２時56分

【撮影データ】

デジタルカメラ　レンズ17 ～ 55㎜
F2.8　1/320s　 F8　 ISO1000

今月の表紙

◎ お便りをくださった方の中から、ベトナム料理レストランフォーベトナムより食事券（千円
分）を15人にプレゼント。応募締め切りは11月17日（金）。当日消印有効です。

※当選者の発表は、賞品の発送をもってかえさせていただきます。

➡市ホームページから
もプレゼントの申し込
みができます。

霧
島
（
牧
園
町
高
千
穂
）
生
ま
れ
の
私
は
、
高
千
穂
峰
か
ら
「
千
穂
子
」
と
い
う
名
前
を

頂
き
ま
し
た
。
高
千
穂
小
学
校
の
教
師
を
し
て
い
た
父
と
母
、
姉
、
兄
、
五
人
家
族
で
、
末
っ

子
の
私
は
霧
島
の
野
山
を
駆
け
回
る
お
て
ん
ば
娘
。
近
所
の
人
か
ら
は
「
お
か
し
む
ぜ
子

じ
ゃ
」
と
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
幼
稚
園
で
は
、
い
つ
も
お
気
に
入
り
の
木
に
登
り
、
そ
こ

が
私
の
指
定
席
。
木
の
上
か
ら
見
下
ろ
す
様
は
ま
る
で
ボ
ス
猿
の
よ
う
だ
っ
た
と
か
。
家
族

で
丸
尾
の
温
泉
に
行
っ
た
帰
り
、
駄
々
を
こ
ね
て
道
路
に
大
の
字
に
寝
転
ん
で
大
声
で
泣
き

わ
め
き
、
林
田
バ
ス
を
よ
く
止
め
て
い
た
そ
う
で
す
。
霧
島
で
仲
良
く
し
て
い
た
お
ば
ち
ゃ

ん
か
ら
「
千
穂
ち
ゃ
ん
と
い
え
ば
ち
び
っ
子
相
撲
大
会
に
出
よ
う
と
し
て
、
男
子
し
か
出
ら

れ
な
い
と
言
わ
れ
『
な
ん
で
女
子
は
出
ら
れ
ん
と
ね
』
と
食
っ
て
か
か
り
、
そ
れ
が
き
っ
か

け
で
翌
年
か
ら
女
子
も
出
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
ん
だ
よ
」
と
聞
か
さ
れ
ま
し
た
。

そ
ん
な
お
て
ん
ば
な
私
が
演
劇
と
出
会
っ
た
の
も
霧
島
で
し
た
。
大
田
小
学
校
の
二
年
生

の
時
に
学
芸
会
で
芝
居
を
や
る
事
に
な
っ
た
の
で
す
。
私
は
国
語
の
教
科
書
を
人
前
で
感
情

豊
か
に
読
む
の
が
と
て
も
得
意
で
、
皆
か
ら
も
上
手
と
言
わ
れ
た
り
し
て
い
た
の
で
「
き
っ

と
私
が
主
役
だ
」
と
思
っ
て
い
た
の
で
す
。
と
こ
ろ
が
、
主
役
は
転
校
し
て
き
た
ば
か
り
の

色
白
の
か
わ
い
い
〇
〇
ち
ゃ
ん
。
私
の
役
は
な
ん
と
「
村
人
女
２
」。
せ
り
ふ
が
二
言
し
か

な
い
農
家
の
お
ば
ち
ゃ
ん
の
役
。
そ
れ
で
も
誰
よ
り
も
大
き
な
声
で
、
自
ら
ほ
っ
か
む
り
を

し
役
作
り
を
し
て
村
人
女
２
を
一
生
懸
命
演
じ
ま
し
た
。
す
る
と
先
生
か
ら
「
み
ん
な
、
千

穂
ち
ゃ
ん
の
よ
う
に
や
り
な
さ
い
」と
お
褒
め
の
言
葉
を
い
た
だ
い
た
の
で
す
。う
れ
し
か
っ

た
の
で
す
が
、
子
ど
も
心
に
「
だ
っ
た
ら
、
主
役
を
や
ら
せ
て
よ
」
と
思
い
ま
し
た
。
こ
の

ち
ょ
っ
ぴ
り
苦
い
経
験
が
、
私
の
役
者
と
し
て
の
第
一
歩
で
し
た
。
演
劇
の
世
界
で
頑
張
っ

て
こ
ら
れ
た
の
も
、
こ
の
「
村
人
女
２
」
の
役
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
だ
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
高
千
穂
峰
か
ら
頂
い
た
「
千
穂
子
」
の
名
に
恥
じ
ぬ
よ
う
、
ま
た
私
を
た
く

ま
し
く
育
ん
で
く
れ
た
霧
島
に
恩
返
し
で
き
る
よ
う
に
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

重田 千穂子さん（60）
霧島市出身。昭和54年劇団テアトル・エコー入団。劇団内外の舞台に多数出演。フジテ
レビ「いただきます」でチーボーとして一躍人気者に。ＮＨＫ「コメディーお江戸でござ
る」ほか、ドラマ、映画など多数出演。ファンケル「えんきん」インフォマーシャルOA中。

私の名前は高千穂の千穂子

おじゃんせ霧島大使

名前を頂いた高千穂峰

いつでも、どこでも、霧島市の情報を。
より多くの皆さんに市の情報を知ってもらうため、さまざ
まなツールで情報を発信しています。

https://www.facebook.com/kirishimawagon/
霧島市公式フェイスブック（きりしまワゴン）

動画共有サイトYouTubeで霧
島市が公開している動画を見
られます。

霧島市を好きになってもらう
ために霧島市の魅力を発信し
ています。

YouTube動画配信 きりしまWAGON（Facebook）

観光や子育て、移住定住情報、
イベントカレンダー、行政情
報など情報満載。

市の公式フェイスブック。「い
いね」をして市からの最新情
報をキャッチしてください。

発行日に広報きりしまがス
マートフォンやタブレットへ
自動配信されます。

霧島市をフォローすると、市
ホームページが更新されるた
びに情報が届きます。

空港自動車学校近くの県道を溝辺方面に向かう途中にあるオレンジ色の建物がレスト
ランフォーベトナムです。平成26年にオープンしたベトナム料理専門店。香辛料の辛
さは好みに応じて調節可。パクチーやニラなど野菜の多くはオーナーが無農薬で育て
るこだわり。ベトナム人シェフが作る日本人にもおいしい本場の味をお楽しみください。

レストランフォーベトナムの
食事券（千円分）を15人にプレゼント

隼人町内2082-3  ☎090（4990）4567　営業時間／11：30～20：30　不定休
ベトナム料理　レストラン フォーベトナム

27  Kirishima City Public Relations, Japan  2017.11, Vol.264 広報きりしま  26



1. 貯 金 の 種 類
2. お預け入れ金額
3. お預け入れ期間
4. 金　　　　　利

5. 取り扱い対象

（県下統一金利）
満期継続後はその時点の店頭表示
金利が適用されます。
平成25年1月から平成49年
12月までに発生する貯金利息に
は20.315％（国税15.315％、
地方税5％）の税金がかかります。

個人の方で新規に
お預け入れの方に限ります。

スーパー定期
10万円以上
1年（自動継続）

★組合員金利は組合加入と同時に適用されます。
　詳しくは窓口にお問い合わせください。

0.1%0.1%
0.05%0.05%組合員様以外

適用金利

組合員様

Ｗ懸賞付定期貯金「貯王」を
新規で20万円以上ご成約の方に嬉しい

Ｗチャンス！

Ｗ懸賞付定期貯金「貯王」を
新規で20万円以上ご成約の方に嬉しい

Ｗチャンス！

※賞品の内容・デザインについては、変更となる場合がありますので、予めご了承ください。

1.抽 　 選 　 券･･･抽選券進呈基準　貯王→20万円以上50万円単位で1枚付与（最高20口まで）
2.抽　 選 　日･･･平成30年1月吉日
3.当選者の発表･･･各支店より、当選者へご連絡致します。
4.期日 前 解約･･･満期前に中途解約された場合は、抽選の権利は無効となる場合があります。
5.そ 　 の 　 他･･･当選の権利は、当選者様本人のものとし、換金・譲渡はできません。

チャンス
その2

チャンス
その1

「ちょリスグッズ」3種類をJAあいらで抽選
1,000名様 にプレゼント！

1等 2等 3等

抽
選
に

つ
い
て

“鹿児島黒牛”選べ
る3コースを

JAあいらで抽選　　　

ご家庭で大活躍

5,000円相当

ちょリス
バスタオル

鹿児島黒牛
サーロインステーキ

かごしま
のっけるセット

鹿児島黒牛すきやき用
リブローススライスA B C

JAバンク 11.1水▶12.29金
平成29年

冬のボーナス他行満期の
預け替えに

JAの定期貯金

100名様 にプレゼント！

ちょきんぐ
ちょリス
レジカゴ用バック

※お一人様一回の抽選とさせて頂きます。

「ちょきんぎょレンジパック」を
JAあいらで
抽選 1,200

名
様 に

プレゼント！

はずれた方にも

ちょリス
ランドリーネット

祝!鹿児島黒
牛 日本一記

念

WINTER CAMPAIGN 2017

届ける安心　広がる笑顔　生まれる信頼
■ 加治木統括支店 ☎63－1133
■ 姶良統括支店 ☎65－3131
■ 蒲生統括支店 ☎52－1135
■ 溝辺統括支店 ☎59－2211

■ 横川統括支店 ☎72－0311
■ 栗野統括支店 ☎74－3151
■ 吉松統括支店 ☎75－2121
■ 牧園統括支店 ☎76－1121

■ 隼人統括支店 ☎42－1121
■ 霧島統括支店 ☎57－1211
■ 国分統括支店 ☎45－1033
■ 福山統括支店 ☎56－2201

霧島市指定金融機関
姶良市指定金融機関
湧水町指定金融機関
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